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プラニメータを超えた精度と操作性

コンピュータとデジタイザーを一体化くエクスブラン〉

XEPLANBSO
座標計算式精密面積線長測定器
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X-PLANSSOはプラニメータやキルビメータ以上の働きをするばかりでなく、従

来の測量等の測図システム(コンピュータ＋デジタイザー)を、1個のツールとしてお

使いいただけるようにした全く新しいデバイスです。その操作性は従来のメカニズム

をはるかに凌ぎ、殊に多角形の測定では直線をたどることなしに各頂点を順次プロッ

トしていただくだけで済み、0.05mmの線分解能をもって微小線長、微小面積から長大

図面まで正確に測定できる画期的なエリアカーブメータです。

一く画期的な特長〉

一

口

■直線図形は頂点をポイントするだけで

迅速測定

■曲線図形も正確に計れる

■面積のほか、線長を同時測定

■縮尺単位を反映して自動計算

■線分解能:0.05mmの高性能

■コードレス、コンパクト設計

■偏心トレースレンズとダイヤモンドロ
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国際森林年の意義
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昭和59年11月ローマにおいて開催された第84回FAO(国連食極農業機

関）理事会において，1985年を国際森林年とすることが決定された。

これは，開発途上国における焼畑移動耕作および薪炭林の過剰採取等による

熱帯林の急激な減少，先進国における大気汚染等による森林の荒廃等世界的な

規模での森林の減少・劣化が問題となっているなかで，1985年を国際森林年

として宣言し，加盟各国に対して①森林に特別の認識を示し，国内的,世界

的関心事として各国の森林資源の保全について検討すること，②国民生活，

環境保全，社会経済の発展のための森林の重要性に関する国民の認識を高める

こと，③植林および森林保全に青年が参加する機会を与えるプログラムを実

施すること，を要請する決議として採択されたものである。

林野庁としても極めて短い準備期間ではあったが，官民合同の国際森林年推

進会議，民間団体より構成される国際森林年事業推進協議会，関係省庁の協力

を得ながらFAOの要請に応え，各種記念事業を実施すべく現在準備を進めて

いるところである。

ここで改めてわが国にとっての国際森林年の意義について考えてみることと

したい。

はじめに

FAOの要請を受けて，わが国としても国際森林年を国際的に意蕊あるもの

とすべく，積極的にこれに参加することが必要であるが，それにもまして，国

際森林年を契機として，わが国の森林・林業が果たしている役割と現状につい

ての国民の理解と協力を深めるとともに,21世紀のわが国経済社会にふさわし

い国民の多様なニーズに応えうる森林の整備と，それを支える林業の活性化を

図る画期となる有意義な年とすることが必要であろう。

1．国際森林年の国内的意義

(1)わが国経済社会は21世紀に向けてさらに質的な充実が求められ，価値観

の多様化や文化への志向の高まりはいっそう進み，成熟化の時代へ移行してい

くものと考えられるなかで，森林の有する機能の高度発揮への要請はますます

高まると考えられる。

森林は適切な人為の働きかけによりはじめて健全に維持されるものであり，

国際森林年の意義

＊林野庁計画課長
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これまで山村を中心とした人々 の絶えざる林業生産活動を通じ，適切に維持さ

れてきたものであるが，近年の森林・林業をめぐる情勢は極めて厳しく，①国
内の木材需要や木材価格の低迷，②住宅資材をはじめとする多くの分野への
代替材の進出，③林業の採算性の低下等による林業経営者の経営意欲の減退
等に起因する林業生産活動の停滞等がみられる。

このような状態が続けば国土の保全や水資源のかん養等森林の有する公益的
機能の高度発揮にも悪影響を及ぼすことも懸念される。

このような森林・林業を取り巻く厳しい状況を克服し，林業の活性化を図る

には，林道の整備，造林の推進等の生産基盤の整備をはじめ林政全般にわたる

諸施策を積極的に推進するとともに，国民の要請に応えうる森林の整備が従来
のように，単に山村および林業関係者の努力のみに期待するだけでは十分でな

くなってきていることから，国民の森林・林業についての理解と関心を高め，
国民の総意により森林の整備を図っていくことが必要である。

国際森林年を契機とし，森林・林業に対する国民の理解と関心を高めるよう
積極的な啓もう活動を展開することが必要である。

(2)また，わが国経済社会が高度成長から安定成長へと移行し，国民が経済
的豊かさにとどまらず，文化的豊かさ，生活の快適さを求めるようになってい

る。国民のメンタルな面での森林の果たすべき役割についての認識が高まるな

かで，都市にとって森林の役割がますます大きくなっている。とりわけ，都市
化の進行に伴い，都市で生まれ育った世代が増大してきているなかで，近年，
教育問題等青少年の精神の荒廃が叫ばれてきている。次代を担う青少年の健全
な心身と豊かな情操を養ううえで，森林の保全・造成等自然環境のなかでの体
験は有効であると考えられる。

このため，森林を活用した教育活動として林間学校や体験林業，林業教室等

を通じ，自然とのふれあい，植林や樹木の手入れなどを体験することにより，

森林と暮らしのかかわりや自然の大切さを学ぶ機会を積極的に創設し，これら

の要請に応えていくことが必要である。これらの活動を通じて，国民の森林・
林業についての理解と関心も高まることにもなろう。

国際森林年の記念行事のなかで，青少年の参加により記念の森を造成するな

ど青少年が森林の保全・造成に参画する機会を設けていきたい。
2．国際森林年の国際的意義

国際的には，開発途上国において焼畑移動耕作および薪炭林の過剰採取等に

より森林資源が減少していることに加え，ヨーロッパ等の先進地域においては

亜硫酸ガス等による大気汚染およびこれに汚染された酸性雨による被害が顕在

化し，森林など自然生態系に影響を及ぼすことが懸念されている。

これらの森林問題は,単に一国の問題にとどまらず,グローバルな問題として

対応することが求められており，世界の森林資源に対する適切な配慮が人類の

将来にとって極めて重要となっている。とりわけわが国は木材需要の6割を輸

入材に依存しており，世界の丸太による木材貿易量の4割がわが国へ輸入され

ているという状況のなかで，世界の森林資源の実情には極めて大きな関心をは

3
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国際森林年の取り

組み
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らうべき立場にある｡またわが国が達成した1,000万haを超す人工林造成,森林

調査,森林計画制度の形成などの過程で生まれた技術的蓄積は,開発途上国が森

林の維持･造成をはかるうえで重要な役割を果たすものであり,加えてわが国が

アジアの唯一の先進国であることから国際的にもその役割が期待されている。

このため，国際森林年に当たり，わが国の森林・林業の役割，開発途上国の

森林資源の現状，わが国の海外林業協力の課題等を内外に紹介するなど，積極

的に取り組むこととしている。

国際森林年を契機とし，人間の生活の質の向上および安定した環境の防衛の

ための森林の重要性と,社会経済の発展に対する森林の寄与について,国際的な

視野からの国民の認識が高まることを期待するとともに，今後次代を担うわが

国青年が海外の森林資源の造成に積極的に参画されんことを願うものである。

わが国としては国際森林年の趣旨に則して森林・林業施策の積極的な展開を

図るとともに，関係各省庁，地方公共団体，関係団体等の密接な連挑の下に国

際森林年記念事業を実施することとしている。

記念事業の取り組みに当たっては，

①森林が果たす多面的な役割および森林の造成・保全の重要性に対して,広

く国民一般の理解を深めること

②森林の造成･保全の諸活動に青少年が積極的に参画する機会をつくること

③森林資源の減少が，地球規模の環境問題としての性格を持っていること

に対する理解を深め，森林の造成・保全の分野における国際協力，国際交

流を行うこと

を重点とし，開発途上国および国連磯関等森林・林業等の分野における有識

者を招へいして行う森林の造成・保全および林業協力等に関する国際森林年記

念シンポジウム，世界の森林・日本の森林などの展示およびグリーンコンサー

トなどの企画を一体とした森林・林業展「フォレスポ'85｣，青少年を中心に森

林・林業をテーマにした論文，作文，図画等の募集，青少年等の参加による国

内外の国際森林年記念の森の造成，中学生向け教材（ビデオテープおよび副

読本）の作成・配布など幅広い取り組みを実施してまいる所存である。

なお，わが国の森林・林業をめぐる厳しい状況を克服し，国民の要請に応え

ていくためには，今後の林政のあり方について長期的なビジョンを明らかに

し，これに基づいて林政の充実強化に努めていくことが重要になっている。さ

らに現在第四次全国総合開発計画の策定が進められており，21世紀へ向けて

の国土づくりの中で，森林・林業および木材産業を適正に位置付けていくこと

も重要となっている。

このようななかで，現在林政審議会において「森林資源に関する基本計画」

等の見直しを行うとともに「林政の基本方向」についての検討が精力的に行わ

れているところである。

これらの活動等を通じ，本年が国際森林年にふさわしい21世紀の森林づく

りの画期となる有意義な1年となるよう念願するものである。＜完＞
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福井捷朗

東南アジア農業技術の基本問題
－焼き畑を例として－

焼き畑は，東南アジア農業のある一部をなすに

すぎない。しかし，この地域の農業が抱える多く

の問題が焼き畑を巡ってもみられる。林業関係者

を主とした読者層とする本誌に執筆する機会が与

えられたので，焼き畑を中心にすえて東南アジア

の農業技術を考えてみたい。

焼き畑とは何か

焼き畑では耕起を欠く。かわって，植生を火を

もって焼き，無耕起のまま栽培を開始する。火の

使用が焼き畑の顕著な特徴であることは間違い

ない。日本語の「焼き畑｣，英語のf:slashand

burn''という表現は，これに着目している。しか

し，火の使用だけをもって焼き畑を定義するのは

不適当である。なぜなら，それだけでは開墾のた

めの植生の焼却一般をも含むことになるからであ

る。焼き畑のもうひとつの特徴は，短期の耕作と

それに続く長期間の休閑である。長期の休閑と休

閑期間後の植生の火による除去をもって，焼き畑

は定義される。長期休閑は，耕作者側からみれば

短期間で耕地を替えることを意味し，ときに住居

をも移動させる。英語のClshiftingcultivation''

という表現は，この点に着目している。

焼き畑の類型

一口に焼き畑といっても多様である。なんらか

の類型化が必要である。さまざまな類型化基準が

ありうるが，長期休閑が耕作者自身によってどれ

ほど意識的に考えられているかが，以下の考察に

とって有効な基準である。休閑がもっとも強く意

識されている場合，耕作者の土地利用は計画的で

ある。居住地を中心とするある範囲の土地を一種

のローテーションによって順次作付けし，休閑年

数に応じて何年かの後には最初の地片に戻る。耕

作者は，もとの地片に戻ったときのことをあらか

じめ配慮している。すなわち，耕作放棄の後でき

るだけ早く植生が回復するようむやみと整地しな

い。このことは土壌の侵食を軽減するのにも有効

である。雑草の侵入とそれによる木本植生の回復

の遅れを好まないから，たとえもう1年栽培可能

であってもあえて耕作を放棄する。全体として自

然の生態系によく適応しており，決して自然破壊

的ではない。環境破壊を理由とした焼き畑非難

は，この形の焼き畑に関する限りあてはまらな

い。また，焼き畑非難のもうひとつの根拠である

低生産性も的を射ていない。近年の諸調査は，焼

き畑の労働生産性はかなり高く，土地に余裕のあ

る限りそれなりに合理的な耕作方法であることを

認めているからである。

これとは逆に休閑をまったく意識しない場合も

ある。耕作者は収稚が栽培の労働に見合わなくな

るまで一地片を利用する。植生は徹底的に除去さ

れ，そのための農具が使用されるヮ掘棒に代わっ

て鍬が使用される。種々の除草具が使用される。

ときにはチェンソーやトラクターまでも使用さ

れ，広大な面積が焼かれる。彼らが放棄したあと

には雑草のみが繁茂し，木本に遷移するには長年

月を要する。耕地だけが移動するのではなく，住

居までも移動するのが普通である。このような焼

き畑跡地を休閑地と呼ぶのはふさわしくないかも

しれない。何年かの後その地片が再び利用される

ことがあれば，結果として休閑の役目を果たした

林業技術No.5181985．5
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というにすぎない。このような焼き畑は極めて資

源掠奪的である。休閑を強く意識する場合とまっ

たく意識しない場合の両極端の中間に，実際には

多くの類型がある。しかし，ここでは議論を簡単

にするためこの両者だけを考えることにする。

焼き畑の社会経済的環境

意識的な休閑を行うローテーション型の焼き畑

は，ほぼ完全な自給自足経済のもとにある社会に

みられる。商品作物はほとんどみられない。東南

アジア大陸部のいわゆる「黄金の三角地帯」で

も，この形の焼き畑を行う人たちはケシを栽培し

ない。焼き畑一般からみれば，むしろ少数派であ

る。しかし，歴史的にはこの形が本来の焼き畑で

あった可能性が非常に高い。社会体制的には部族

社会の段階にある。集落の支配領域が明確にあ

り，その長の統制のもとに計画性の高い土地利用

が可能となる。集落全体としての領域はあって

も，家族単位の土地所有はもとより，典型的には

耕作権さえも存在していない。集落の構成員の資

格がすなわち領域内の耕作権を意味する。

意識的休閑を行わない資源掠奪的焼き畑は，商

品作物を栽培するのが一般である。社会はもはや

自給自足経済の社会ではない。耕作の目的は利潤

の追求であり，単なる生存の確保ではない。集団

の土地利用権に代わってなんらかの形で個人の耕

作権，所有権が認められている。社会全体は孤立

していない。外部社会と経済的，政治的，文化的

につながりをもっている。このように技術的観点

からみた焼き畑の類型は，それぞれの社会経済文

化的背景と不可分に結びついている。

焼き畑の変容と人口の自然増加

人口が増加し土地に対する圧力が高まると，休

閑期間を短縮するか，栽培期間を延長するか，あ

るいはその両者を行わねばならなくなる。すると

必然的に植生の回復が不十分となり，土壌侵食は

激化し，土地肥沃度は低下する。そうなればさら

に休閑を短縮し，栽培期間を長くする。ついには

土地を放棄せざるをえなくなる。一種の悪循環で

ある。休閑を十分意識した伝統的焼き畑を知りな

がらも，人口の増加によってやむをえずこのよう

林業技術No.5181985.5

な悪循環に陥ることは，理屈では十分考えられる

ことである。しかし，今日の東南アジアで現実に

生起しているのをみることは，むしろ珍しいこと

である。なぜなら，外部社会と隔絶し，自給自足

経済を維持しているような人口の絶対数は限られ

たものであり，また，その人口増加率は極めて低

いのが普通であるからである。このような悪循環

は，むしろ歴史的な現象としてありえたことと思

われる。その場合でも，東南アジアのように比較

的近年になって人口圧力を感じ始めた地域では，

このような形の悪循環による環境破壊は，後述す

るような形でのそれに比較して微々たるものであ

ったと考える。

焼き畑の変容と人口集中

土地に対する人口圧力は，人口の自然増加によ

ってのみ高まるのではない。なんらかの理由で一

定地域に人口が移動し，そこで人口密度が急激に

大きくなる場合がある。人口の集中の原因はさま

ざまである。もっとも多くみられるのは，道路な

ど交通手段が得られる地域への集中である。交通

手段が意味をもつのは，医療，教育の恩恵を受け

るた沙であり，産物の搬出のためであり，よりよ

い治安を求めてであり，出稼ぎに行くためであ

る。このような人口集中は，ときに意図的に推進

される。すなわち，治安維持のため，教育の普及

のため，商品作物の普及のため，政府が一定の土

地に焼き畑民を集中させる政策をとる。人口の集

中が起こり，なおかつ食糧自給を焼き畑によって

行おうとすれば，先に述べた悪循環に陥る。し

かし，このような形での人口集中は，自給自足か

ら市場経済への，孤立的部族社会から市民社会へ

の，少数民族文化から国民文化への変容を伴って

いる。悪循環に陥るのは，高まった人口圧のもと

での自給食粒の調達の結果だけではなく，それに

伴う商品作物の導入，伝統的権威の失墜，私的土

地所有権の概念の移入，個人的利潤追求の価値観

などの結果である。

定着農耕民の焼き畑への進出

今日の東南アジアで焼き畑の面積が急増してい

る最大の理由は，従来の焼き畑民の人,口増加では



ない。また，商品作物の導入を伴う人口集中もか

なりのものとはいえ，最大の原因とは言い難い。

それは水田耕作民の焼き畑への進出による。かれ

らの行う焼き畑は，伝統に裏打ちされていない。

休閑はほとんど意識されていない。植生の再生や

土壌の侵食防止には考慮は払われない。穫れなく

なるまで土地を使って放棄するか，売りとばす。

商品作物栽培に特化し，自家消費食糧さえも購入

に頼る。耕作者は，帰るべき母村をもつものが多

い。よほど土地条件が優れていない限り定着しな

い。多くは出小屋などの仮住居に住む。まるで農

村から都会に出て来た出稼ぎ労働者さながらであ

る。

東南アジアの水田耕作者社会は久しく市場経済

のもとにある。焼き畑を行うのはいまさら自給自

足の生活に戻ることではない。輸出農産物を栽培

して一儲けするためである。そのためIとは産物を
搬出する輸送路が確保されていなければならな

い。彼らの焼き畑は道路から離れてはない。土地

は公共地の無断使用のことが多い。その場合でも

無料ではない。地域ボスに!Cprotectionmoney''

を払わねばならない。集団による土地に対する権

利はない。合法的ではないにしる私的耕作権，所

有権が意識されている。しかし，土地を巡るいさ

かいは多く，治安状態は決して良くない。ときに

従来の焼き畑民との間に土地を巡って紛争が起き

る。おそらく土地に対する権利の考え方が根本的

に違うせいだろう。もし，そうだとしたら，ヨー

ロッパ人が新大陸やアフリカに進出した際，土地

私有権という手前勝手な考え方を利用して原住民

の土地を取り上げていった過程が想起される。

問題解決への道

伝統的焼き畑を行っている少数民族は環境保全

にとってさしたる脅威ではないものの，政府とし

て放置することは許されなくなってきている。そ

の直接的な理由は，ケシの栽培と治安上の問題と

である。より長期的には，国民統合を進めねばな

らないからである。しかし，その目的を達成する

ため道路を辺境に延ばすことは極めて危険であ

る。道路ができると商品作物の栽培が始まり，焼

7

き畑面積が拡大するからである。それは従来の焼

き畑民によるばかりではない。水田耕作民までが

新しくできた道路に沿って侵入してくる。商品作

物が付加価値の高いものであればまだいい。しか

し，飼料作物に対する海外需要は大きく，運搬費

用の低廉化は焼き畑による飼料作物の大量生産を

結果する。市場経済への移行，教育，医療の機会

の提供，国民統合は人口集中を必要とする。しか

し，それと環境保全とを両立させねばならない。

解決の道はただひとつしかない。焼き畑に勝って

魅力のある集約的農業技術体系の確立である。

水田耕作民の焼き畑への進出を防ぐのは，一見

容易そうに思える。彼らは商品作物の栽培に特化

しているから，産品の搬出を防げばよい。産品が
かさ

嵩の大きな飼料作物であれば，道路の検問だけで

-'一分のはずである。しかし，それが実際には困難

なようである。不法占拠者からのなんらかの名目

による金銭の徴収は，権力者にとってあまりにも

大きな魅力であるようである。道路の建設自体

は，さまざまな理由で必要である。国民統合がそ

れを必要とすることは先に述べた。もうひとつの

理由は林木の搬出である。熱帯降雨林からの択伐

は環境破壊を直接には結果しないとはいえ，林道

を利用した低地民の焼き畑進出は著しい。結果と

して環境は破壊される。

水田耕作民の焼き畑への進出は，もとをただせ

ば農村の消費生活の変化と余剰人口を原因とす

る。既存耕地における集約化と都市における工業

化とによって余剰人口を吸収するというのがいわ

ゆる近代化のオーソドックスな考え方である。確

かにそうである。しかし，東南アジアでは，潜在

可耕地がまだたくさん残されている。アジアー般

についてインドと中国を代表させて可耕地の払底

を唱えるのには賛成できない。焼き畑による飼料

作物の栽培は一般には長続きしないが，土壌条件

によっては10年，20年を経ても利用されている

場合もある。いかなる条件のもとで，いかなる技

術を組み合わせれば，安定した集約的経営が成立

し得るのかを技術者は見いださねばならない。こ

れまでの研究は，あまりにも既存耕地の集約化だ

林業技術No.5181985.5
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けに目を向けていたのではなかろうか。東南アジ

アは，耕地拡大の最盛期にあると考えるべきであ

る。開拓の技術も同時に必要なのである。

焼き畑問題が意味するもの

耕作者の住む社会の形態と農耕形態とが密接に

関係していることは言うまでもない。焼き畑の場

合，一方の変容に他方が直ちには対応しえないで

いる。その矛盾が環境破壊となって現れている。

定着農耕を行う農民の間でも類似の現象がみられ

るはずである。単に農産物価格の変動や，土地の

細分化，非農収入の増加などの農業への影響の分

析だけにとどまらず，それらをすべて含んだ社会

全体の変容のなかで農業を考えていかねばならな

い。

焼き畑に取り込まれた商品作物がケシと飼料作

物であったことは偶然ではない。このことは，

国内農産物市場の狭さ,･伝統的熱帯特産品に対す

る需要の頭打ちを意味する。それらに代わって需

要の大きなものが先進国の食生活の費沢化を示す

家畜飼料と，その燗熟を象徴するケシとである。

前者は，アメリカなどの極端に高い生産性に対抗

して，より安く生産せねばならない。集約的栽培

には向かない。後者を奨励するわけにもいかな

い。こう考えると集約化がいかに困難であるか想

像できる。技術よりまえに，なにを作ったら売れ

るのかが問題だからである。

人口の爆発的増加をなんとか養っているのは，

土地生産性の向上だけではない。半分以上を耕地

の拡大によっていることを知るべきである。それ

は焼き畑面積の拡大だけに限らない。なるほど耕

地の拡大は貧困の再生産にすぎず，環境破壊をも

たらしているかもしれない。それを制止させるに

は既存耕地での集約化が効果あることも確かであ

る。しかし，現実には集約化の速度は十分には早

くない。耕地の拡大は依然として続いている。集

約化の技術，その進歩度が面積当たり収量のみを

もって測られる農業技術は偏向していると言うべ

きである。

(ふくいはやお・識携蕊莇羅）

青年海外協力隊春の募集について
国際協力事業団青年海外協力隊事務局では,国際協力の一環として,アジア・アフリカ・中近東・中南米・

南太平洋の開発途上国に青年海外協力隊員を派遣し，各国の国づくりに協力しています。

昭和60年度春の諜集が4月15日から開始されております。募集要領は下記のとおりです。

記

応募資格：満20歳以上，原則として35歳までの日本の青年男女

願書締切：昭和60年5月31日消印有効

選考試験：第一次選考(筆記試験：作文・英語・技術)，昭和60年6月23日

各都道府県で実施：第二次選考（面接：個人・技術・健康診断）

昭和60年7月25～31日の1日東京で実施予定

派過期間：2年間

応募方法：協力隊所定の願書を期日までに事務局へ提出すること
苧醒

農林水産部門要請内訳：食用作物，稲作，園芸作物，花卉，野菜，果樹，工

芸作物，きのこ，病虫害，土壌肥料，農業土木，農業機械，蕊

蚕，家畜飼育，養鶏ヒナ鑑別，菱蜂，獣医師，農業協同組合，

豪薦村落開発普及員，食品加工,農産物加工，製菓製パン加工,､畜産￥識窪穏…
ロロ…1・・・澤壱←

物加工,乳製品加工,水産物加工,森林経営（9名)，製材（1名）蝿餌"…"塵・霧垂鰍鍾鴬漂爾･‐

漁具漁法，謎殖，農林統計，以上31職種217名

お問合わせ先：青年海外協力隊事務局〔〒150束京都渋谷区神宮前4－11－7雷03-400-7261]

林業技術No.5181985,5
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●海外研修生が語る緑の報告/フィリピン･中国･ブﾗジﾙ･ﾏﾚー ｼｱ●

国際森林年の今年，国際協力事業団(JICA)の研修で来日した4人の技術者，研究者に，自国の森
林・林業の現状と将来の姿を卒直に語っていただきました。彼らの言葉からは，森林は今，確実に減少し
ており，緑の危機が迫っていることがうかがえます。しかしながら，それぞれの国が抱える困難な状況下
にあっても，森林の維持・造成に励む彼らの専門家としての誇りと情熱が失われていないことに，会員諸
氏も共感を覚えられることと思います。日本での研修が一つの踏板となり，帰国後いっそうのご健闘を期
待してやみません。

水企画にあたっては，国際協力事業団に多大なご協力をいただきました。厚く御礼申しあげます。

●フィリピン●

ホセ.P.

ブリオネス

イロイロ市第6地

区森林開発庁

林務官

－まず，パナイ島でのお仕事からお話しく

ださい。

私は，以前は，同島カピス州にある国立林業試

験場支場に造林担当として勤務していました。現

在は，イロイロ市にある営林署で造林と治山の仕

事をしています。パナイ島は，フィリピン諸島の

中央部に位置しており，島の産業はサI､ウキビ・

米作などの農業が主体です。ここでは，島の中央

にわずかに天然林があります。マツの造林が進め

られています。

－今年はFAO(国連食糧農業機関）が国

際森林年と宣言し，世界各国でいろいろな

事業，国民へのPRが開始されていますが。

私は，1月末に日本へ来ましたが，そのニュー

スはこちらで知りました。国際的に森林への関心

が持たれることは大変結構なことだと思います。

(編集部）

私自身，若いときは森林・林業に関心を持っては

いませんでしたが，台風による被害をしばしば経

験するうちに，現在の仕事を選んだのです。

－日本では，4月，5月に全国で植樹祭が

開かれ，緑化運動が行われますが，フィリピ

ンでは，どのような国民的行事があるのでし

ょうか。

私の国では，5月1日の労働祭（レイバー・デ

イ）に植樹祭が全国の自治体，学校等で行われま

す。ほかに戒厳令記念日（9月11日)，大統領誕

生日（9月21日)にも植樹式典が行われています。

また，わが国には，大統領による植樹令が9年

前，1976年に出され，今後5年間，10歳以上の

者は年間12本の木を植えることとされました。

その後も継続されており，現在は16歳以上の者

が義務づけられています。学生は，この植樹した

という証明がなければ卒業できませんし，また公

機関への申請にも，この証明書が必要となりま

す。例えば，車免許の取得にも伐採許可を得るに

も植樹証明書が要るのです。

－国民への緑化啓もうは目をみはるものが

ありますね。では森林の造成についてはどの

ような状況ですか。

フィリピンの林野面積は1,690万ha,これは

国土の56影にあたります。うち経済林は710万
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う｡では,15年後西暦2000年のあなたの国の

森林はどのようになっていると思いますか。

天然林は今ではパナイ島の西方のパラワン島に

もう少ししか残っていません。またフィリピン全

体をみても，人工林は育っていますが，収種がど

のくらいになっているか。この質問はとても難し

いです。

－お話しありがとうございました。日本で

の研修が有意義なものになるよう祈っていま

す。明日からはどういう日程ですか。

明日は，東京都の水源林を見学します。私の専

門の造林に限らず，治山の分野についても見聞を

広めたいと思っています。
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haとみられています。用材林では，マホガニ，チ

ーク，それにマツなどが中心に植えられており，

薪・パルプ材としてマメ科のイピルイピルがよく

植栽されています。

フィリピンは，台風の常襲地帯です。台風によ

る森林への被害も生じます。昨年はネグロス島に

大きな被害が出ました。私の所属する機関では，

造林と同様，復旧事業にも大きなウェイトが占め

られています。

-FAOが今年を国際森林年と決定した背

景に，熱帯諸国における森林の減少が挙げら

れています。なかでも焼畑による問題が以前

から指摘されていますが，フィリピンでは，

どのような施策がとられているのでしょう。

確かに，焼畑（カインギン）による森林の減少

は，関係者にとっていちばん頭の痛い問題です

し，これは，フィリピンの社会問題の一つとなっ

ています。最近の報告では，フィリピンの森林消

失の約半数は焼畑が原因とされているほどです。

焼畑耕作民へは，当初は法律も作られ，占住地

からの追い出しや懲罰をもって対策がとられてい

ましたが，効果は上がりませんでした｡1975年，

画期的な大統領令により，彼らの定住化政策が打

ち出されたのです。これはFOM制度と呼ばれ，

国有林内の既占住者である彼らの家族に現居住地

において最大7haの土地を一代に限り25年の契

約で無償で貸与し，居住地において農業を営まさ

せるというものです。種子や苗木も無償で与えら

れ，経営の指導や福利厚生対策，ローンの供与も

組み込まれています。この林地占有者の定住化を

目ざしたFOM制度をもとに，造林推進をねらい

とした制腱も最近スタートし，既占,住者や林外居

住者の焼畑耕作民を定住化させる政策が進められ

ているところです。

－定住化により，彼らの生活がより豊かに

なることがこの政策のかぎだと思いますが，

それには交通手段・教育・医療などこれをカ

バーしていく大きな課題があることでしよ

●中国●

可

一痔

矛 洪新

南京林学院

森林昆虫教研塗

科学技術が急速に進み，それとともにいろいろ

な新しい問題が起こってきた。その結果，自然と

環境の保諺などの問題がますます注目され，森林

は自然の重要な組成の部分としてさらに重視され

るようになった。そのような場合にあたって今年

がFAOで国際森林年と定められたことは森林関

係者にとっても，入類全体にとっても本当にうれ

しいことだと思っている。

私は以前林業に対して正しい認識をも持ってい

なかった。私の故郷は中国の長江の出口近くにあ

り，広い平原で，樹木が少なく，建築用の木材が

特に乏しく，子どものころ森林といえば木材を生

産するということぐらいしか知らなかった。しか

し，のちに森林についての専門知識を受けてはじ

めて森林の効用は木材よりはるかに大きく，人間

の生存と切っても切れない関係があることを知る
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ようになった。もちろん，現在でも森林の効用を

木材の生産だけと考えている人はいる。しかし森

林の効用は直接に見えるものでもなく，具体的な

数値で計ることも難しいため，その重要性はえて

して忘れられやすい。ゆえに，林業の科学的知識

を人類全体に普及させることはなお林業関係者と

林業界の主要な任務のひとつで，国際森林年の目

標のひとつとなるはずであろう。

中国は国土も広く，山地も多い。昔の中国はど

こへ行っても樹木の茂った緑州といわれていた

が，長い戦争と人為的破壊によって森林がだんだ

ん減少した｡今日では国土の森林保有率は12.7％

にすぎない。西北地区の広い地域は砂土になり，

草もはえにくくなり，その結果，黄河という川は

「地上河」となり，その流域に住む人々は千難万

苦を強いられることになってしまった。

1970年代の終わりには，長江上流の森林は大

量の採伐のため，緑の山々がはげ山に変わってし

まい，それが原因となって1982年の夏，数十年

来見られなかった大洪水に見舞われ，四川省など

の地方は多くの土地と房屋が浸水，甚大な損失を

被った。このことが教訓となって，現在，生態系

の問題と森林保護のほうに真剣な目が向けられる

ようになった。

さて，1978年から中国の林業は大きな転換期

を迎えることになった。1979年，森林法が制定

され，三北（西北・華北・東北）で“緑の長城”

計画という大事業が実施に移されている。現在，

初期の計画が達成され，引き続き事業が継続され

ている。1981年12月，第5期全国人民代表大会

において，全国民の植樹活動の展開を義務づける

ことを決議し，それを公布した。それによるとだ

れでも働ける人は毎年3～5本ぐらい木を植える

こととなっている。それから，3月12日を植樹節

として決められた。こうして，全国的な植樹活動

が中国のあちらこちらで磯んになってきた。林業

についての教育学習活動に伴って，その科学的研

究が促進され，林業知識の普及も取り上げられる

ようになった。最近，政府は林業政策の改革にも

取りかかかることになった。例えば，山地を部分

的に農家に分け与え，その山地で植えた樹木は農

家の私有にすると決められた。また’林業経営者

の主体性も大きくなってきた。そのほか，林業に

関する大型プロジェクトがいくつか計画にのって

いる。ここに中国における林業の新しい局面が見

られるようになったわけである。このままで行け

ば，2000年には，“赤地は背山に変わり，黄河は

清洲な水を流す”という目標が望まれよう｡しか

し，このような目標を達成するには，まだいろい

ろ困難がある。大防謹林の造成，早生樹種の培

育，幼林の培育，不良な林の改造，森林の防火と

病虫害の防除，森林の基礎理論と生態エフェクト

の研究および森林の永続利用などの問題はすべて

林業科学技術者の努力と深い研究に期待するとこ

ろが大きい。また，国際的協力と研究が必要なの

かもしれない。

私にとって国際森林年にあたる年にJICAの

研修員として日本へ来て，森林害虫の生物防除に

ついて1年の研修をするのは幸いなことである。

これは森林害虫防除の分野で日本の進んだ技術と

新しい知識を習うよい機会である。同時に，日本

の林業界における林業の経営と経験および技法を

も学ぼうと思っている。というのは林業関係者と

してこれから自分の一生を緑の事業にささげたい

と思うからである。（本穂は日本語で書かれたものです）

●ブラジル●

R､M.

ファイファー

|懸雛鯉“
－ファイファーさんは，サンパウロ州森林
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院ではどういう仕事をされていますか。

森林院では，試験研究のほか州有林のいろいろ

な事業も行っています。私は現在公園管理部に所

属しています。ここでは，70万haの保護林の管

理が重要な任務となっています。

－ブラジル全体のお話しをうかがうには，

あまりにも広大すぎるでしょうし，サンパウ

ロ州を中心にお話しをしていただけますか。

そうしていただければ，私も助かります。

－日本では，これから春の緑化，植樹のシ

ーズンを迎えます。全国各地で，植樹祭が開

かれますが，お国ではどのような行事があり

ますか。

サンパウロでは，年2回，4月と9月に環境の

週，森林の週があります。これらの期間中は，学

童や一般人を対象に，森林のかかえている問題

一サンパウロでは，どんどん森林が伐られてい

ることなどを訴え，森林の重要性，造林の必要性

を呼びかけています。

－森林の減少についてもう少しお話しを聞

かせてください。

サンパウロ州（約2,500万ha)の例で申します

と，ここにそのデータがありますが，1850年代

には森林面積は80％を占めていました。ところ

が入植・開墾により農場・牧場への転用が進み，

また用材・燃料として利用されてきたため，1940

年代後半には，逆転して20％までに減少しまし

た。そして1960年代後半には森林は10％とな

り，70年代に入るとわずか8％しか残されてい

ません。

このため，土砂流出や土地崩壊が起こり，河川

の汚濁や洪水等の被害が生じています。現在で

は，これ以上の森林の消失を防ぐために，我々は

もちろん，他の政府機関との協力のもとにテレビ

・出版物を通して，無計画伐採や盗伐などをなく

すよう努めているところです。また農業用殺虫剤

を空から散布するとき，風などにより森林へ流れ

込まないよう注意を呼びかけたりもしています。

こうしたキャンペーンなどにより，最近，国民の

理解が得られるようになってきました。

－サンパウロ州に相当する広さといえば，

日本では，北海道・四国を除く面積かと思い

ますが，そこに8％の森林しか残っていない

とは，日本人から見れば，想像を超えるもの

だと思います。では2000年には森林の状況

はどのようになっているのでしょうか。

西暦2000年の予測については，私どもの関係

機関ですでに報告がされています。これによると

保護林70万haを除いて森林は残らないだろうと

報告されているのです。私個人の気持ちとして

は，もうこれ以上の森林の伐採は強く禁止すべき

だと思いますし，州政府もこのための措臘を早く

実施すべきだと思います。

－現在の伐採についての制限はどのように

行われていますか。

森林所有者は，森林面積の50％以上を伐って

はいけないことになってい宣す。また流域を守る

ため，川岸から15mの区間，傾斜25度以上のと

ころでは伐採が禁止されています。

－ここにFAOの統計で(1981年),ブラ

ジルの薪炭材生産量が1億7千万XnSという

膨大な数値があります。これはインドの2億

1千万In3に次ぐものですが，ブラジルでは

どのように使われているのでしょうか。

その内容については，詳しいデータは持ってい

ませんのでお答えしにくいのですが，燃料用とし

て，また工業用にも多く使われています。木炭は

バーベキュー用として一般家庭にも普及していま

す。でも最近は，工業方面でも家庭用としても石

油エネルギーが多く使用されていますから，これ

ほど大量に薪炭材が生産されているとは思えない

のですが。

－次に，森林の造成についてお聞かせくだ

さい。

サンパウロでは，造林計画は州政府に申請を出

すことになっています。既存の森林を伐採して，
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新たに造林することは認められません。州には現

在，約65万haの造林地があります。樹種はマ

ツ・ユーカリなど早生樹種がよく植えられます。

マツは主としてパルプ用材として，8年ほどで伐

栽されます。ユーカリは萌芽更新をしますから，

第1回の伐採は6年目に行われ，そこから萌芽し

たユーカリは7年目に伐採，さらに萌芽したもの

を7年で伐採と20年間で3回収種できます。材

はパルプ，合板，木炭，電信柱，枕木，メタノー

ルの抽出や香料，医薬品用として広く利用されて

います。

－日本での研修ではどんなところに関心

が。

3カ月の日本滞在中は，もちろん日本各地の森

林を見たいと思います。特にエロージョンをコン

トロールする技術を中心に森林の保全についての

管理・技術を学びたいと思います。サンパウロで

は，現在5カ年計画で日本の林業研究技術協力計

画が進められています。私どもは日本の技術を学

び，これをブラジルの条件に適用できるよう努力

しているところです。

一お話しどうもありがとうございました。

ういう時節に研修を受けられることを大変幸福に

思います。

－いま，日本に入ってくる南洋材の多く

は，インドネシア，フィリピン，マレーシア

の国々からのものです。今日は，あなたの住

んでおられるマレーシア・サバ州を中心にお

話しを聞きたいのです。

マレーシアは，半島マレーシアとカリマンタン

北部に位置する東部マレーシアとから成っていま

す。産業・経済・文化などの中心は前者にあり，

東部マレーシアは豊富な森林資源と石油を産する

開発地域といえましょう。マレーシアの木材輸出

の半分以上はサバからのものです。

私は,コタキナバル市にあるサバ造林公社(SA

FODA)に勤務しています。公社は1976年，こ

れまでの乱開発により荒廃した森林地域，すなわ

ち伐採跡地や，焼畑耕作跡地を含む，未利用地，

草地などへの造林が目的で設立されました。

－造林は順調に進んでいるのでしょうか。

土地所有者との権利問題などがあって，当初の

予定どおりにすすんでいないようです。また，森

林官の数も不足していますし，財政問題もかかえ

ていますが，造林の仕事は，わが国にとって重要

なものです。さらに，造林という事業を通して，

地元民へ雇用の機会を与えていくのも重要なこと

だとされています。

－実際，造林はどのように行われています

か。

樹種は外国産の早生樹種が5，6種造林されて

います。このうちアカシア・マンガムという樹種

は，15年で伐採されます。径30cm,樹高30m

以上に育ちます。またマレイナ・アボリアという

樹種は，材面がきれいで，家具・合板などに利用

されています。ほかにカリビア松などがパルプ用

として植えられています。私どもでは，早生樹種

による造林技術の確立が課題となっていますが，

外国産ということもあって立地条件の違いによる

影響や病虫害による被害なども今後心配されるわ

●マレーシア●

ウィルフレッ

ド.M.

タンガウ

目
酒
罰
》
罎
認
》
》
函
認

野
一

サバ造林公社林務官

一一日本は今の季節，新緑がいっせいに萌え

だす一年のうちでいちばん美しいときです。

どう感じられましたか。

私のいるサバ州は，北緯6度，赤道直下にあり

ますので，このような季節感を得ることはできま

せん。春はすべてのことが始まるといわれる，こ

ⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅢ111Ⅱ11Ⅱ111ⅡⅡⅡIⅡ11ⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅡ111Ⅱ1111ⅡⅡⅡⅢIⅡIiⅡⅡ11ⅡlⅡⅡⅡⅡ1111ⅢlⅡ!ⅢlIIlⅡ11{Ⅱ1111Ⅱ1111ⅡⅡIⅡllllI111Ⅱ111ⅡⅡ{ⅡIⅡlⅡⅡ1ⅡⅡlⅡIⅡⅡⅡlⅡnmHllⅡIⅡⅡiliIIlIⅡⅡM1Ⅱ111ⅡⅢIiⅡ111ⅡiⅢⅡⅡ1ⅢⅡⅡ11ⅡⅡⅡ11ⅡIⅡⅡ
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けです。私どもは主として荒廃地を対称に造林し

ていますが，その他の造林政策は，英国企業との

合弁会社が大規模な造林を行っています。

－サバ州の森林は，10年前の資料では80

％以上と記されていますが，1975年の資料

では75％約550万haとなっています。現在

はどのような状況ですか。

現在の森林率については，いま正確な資料を持

っていませんが，70％以下ではないかと思いま

す。東部マレーシアでは，移動耕作地が隣りのサ

ラワク州に多く広がり，サバ州も合わせると，

その1/5ほどの面積を占めています。焼畑農業に

ついては，森林破壊の最たるものとして，以前か

ら，定着化農業への指導と山林労働者の育成とい

うような方向で対策が講じられてきました。また

木材の生産は，わが国の経済を支える重要な産業

ですから，森林の伐採はさらに続けられることに

なります。

一方，わが国の土地利用の面からみますと，農

業用地への転用が優先されていますので，森林は

減少していますね。このため，腿地極用の代償と

して森林造成を行う制度もつくられています。

現在，半島マレーシアには，木材加工工場が多

くありますが，原木は，東部マレーシアから持っ

て来なければ足りないぐらいです。このため，マ

レーシアでは西暦2000年には木材危機が起こる

だろうといわれています。

－国民の森林への関心，重要さを知っても

らうのは必要だと思いますね。国民参加の植

樹行事はどのようなものがありますか。

マレーシアでは，日本の植樹祭にあたるものは

ありません。サバでは,VIP来島のときの記念

植樹ぐらいでしょうか。

－それでは，あなたが帰国されて，緑化運

動ののろしを上げられてはいかがですか。ぜ

ひ実現してください。もう一つお尋ねしたい

のは，マレーシアでは，これまでの丸太輸出

をやめて，漸次製品の輸出へと政策が進めら

れていると聞いていますが，サバでの様子は

どのような状況でしょう。例えば加工工場な

ど増えているのでしょうか。

これまで豊富な資源を背景に丸太を輸出してい

ましたが，丸太の価格は輸出先国の好・不況の影

響を受けて変動しますね。木材による収入は，マ

レーシアでは大きな財･源となっていますから安定

した収入の方策をとることになります。このため

丸太の輸出には課税されるなどの措置がとられて

います。サバでは，製材・合板企業との合弁事業

が進められています。

－研修ではこれまでに熊本，宮崎をまわら

れたと聞きましたが，どういう印象をもたれ

ましたか。

いや驚いたことが2，3あります。日本は大量

の木材を輸入しているので，森林はほとんどない

ものだと思っていましたが，東京を離れ，九州で

は，平地から山地へ変わるところにすぐ森林があ

り，スギ，ヒノキが植えられていました。日本は

森林国なのですね。もう一つ鷲いたことは，これ

らの伐期が4,50年から100年ととても長いとい

うことです。自分が植えた木は子供の代，孫の代

に収枇される，こういったことはマレーシアでは

想像もできないことです。私たちは植えた木は自

分の代で伐るものだと思っていますし，植えられ

た木も20年ほどで収穫できる大きさになります

から。

－今のお話しをうかがいますと熱帯と温帯

の森林の違いが，それぞれの森林観を形成し

てきたのではないかと思いました。日本のよ

うに林木の育成に長期間を要するということ

は森林の保続という大変重要な問題をかかえ

てもいるわけです。日本に滞在中はこれらに

ついても十分見てもらいたいと思います。研

修を無事終えられ，帰国後のご活躍を願って

います。

11111111111ⅡIllIIlⅡIllIIⅢ1111冊:冊冊冊拙lⅡlⅡⅡⅡ1111ⅡⅡllll
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箕輪光博

ﾕﾌﾛ国際研究集会･森林経営に参加して

’

1．はじめに

「森林経営に関するIUFRO国際研究集会

（大会議長・南雲秀次郎，事務局長・木平勇吉)」

が，昭和54年10月15日より19日までの5日

間,IUFRO。S4.04,林業統計研究会，森林

経理研究会の共催，日本林学会，林野庁，日本林

業技術協会，東京大学農学部などの後援で，東京

大学農学部を主会場として開催された。

この研究集会の目的は，第一に枯渇する森林資

源を維持管理し，有効に利用していくための計画

技術を持ち寄って討議し合うこと，第二にわが国

における高い水準の研究・施業技術と集約的な林

業経営の実践例を世界に紹介すること，第三に相

互交流を通じて各国の林業が直面している難問題

を話し合い，解決への道を探ることにあった。

参加登録者数は,事務局の予想を大幅に上回り，

外国人は米国,ニュージーランド(以後|略して,N.

Z.)をはじめ,アジア,欧州,北・南米,アフリカな

ど世界各地19カ国から49名が参加し，総勢135

名に達した｡短期間ではあったが,各国の大学・試

験場の研究者，行政官，林業経営実践者など幅広

い層から，「森林計画の現状と課題」「林業経営お

よび森林施業」「計画技術」「林分の生長と収穫」

｢資源評価と需給」「土地利用と経済」などに関す

る報告と討論がなされた。加えて，社交行事やエ

クスカーションが盛大に実施され，内外参加者間

の意志の疎通・意見交換，日光や福田林業見学を

通じての日本文化と集約的林業経営に対する理解

などを深めるうえにおいて大いなる意義があっ

た。さらに，海外参加者の一部は，この研究集会

の前後にわが国の林業地や関係各機関を訪問し，

識演や討論を行い，わが国と外国林業の相互理

解・研究情報交換に大きな役割を果たした。

以上のように，本研究集会の参加者は各国，各

層にわたりその顔ぶれは実に多彩であった。特

に，内外ともに，若い人の参加が目だち，それが

研究集会の若やいだ，リラックスした雰囲気を醸

成するのに一役買っていた。おそらくこの種の研

究集会は今後内外で頻繁に開催されると思われる

ので，今回の集会はわが国の研究者にとって人的

交流の幅と研究に対する視野を広げる意味で大変

貴重な経験となったといえよう。そこで本報告で

は，大会やエクスカーションでの話題を中心に，

参加者の横顔の一部を紹介することにしたい。

2．日本型研究への苦言

わが国の代表的林業経営者である石原，大橋，

速水，蒲戸の各氏による集約的林業経営の紹介

は，この研究集会におけるハイライトのひとつで

あった。また，エクスカーションの目玉として，

福田林業の実地見学を選んだのも事務局の適切な

判断であった。海外参加者は，上記の発表と見学

を介して優れた林業経営の実践例を学ぶと同時

に，大学や試験場で行われている研究がいかにそ
かいり

れらと乖離していくかを目のあたりに見せつけら

れた。特に，速水氏らの講演会場の座長をつとめ

たA.G.D.ホワイト氏(カンタベリー大学,N.Z.)

は，この点について強烈な印象を受けたらしく，

「今回のシンポジウムで発表された報告からもわ

かるように，生長・収穫・計画の各分野における

日本の研究者の理論面での研究水準はかなり高

林業技術NO.5181985．5
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い。しかし，それが林業経営の実践とスムーズに

結びついているかという点になると首をかしげざ

るを得ない。これを機会に，研究者と経営者の相

互交流を深め，お互いの利益を追求してほしい」

と語っている。今回の研究集会のサブテーマは

｢ResearchandPractice(研究と実践)」であった

が，図らずもわが国における両者のギャップを印

象づけることになってしまった。錐者は,1980年

と1982年の2回,N.Z・を訪問し,彼らの林業が

官民一体となった“ニュージランド丸”的林業で

あり，そのために育種･育林･経理･経済･木材加工

・利用にわたるすべての研究者・実践家が一丸と

なってラジアータ松の人工林業に取り組んでいる

ことを知っているので，ホワイト氏が上述のよう

な印象を抱いたのは当然のように思われる。しか

し他方で，分科会リーダーのO.グリース氏(オー

ストリア)，干政中氏（北京林学院，中国）および

D.W.ローズ氏（ミネソタ大学,U.S.A)らは，

本大会の基調講演のひとつであった鈴木氏の減反

率モデル（広義の法正林モデル)が理論的であり，

同時に実際に役に立つモデルであることを指摘し

ていた。応用が大事だからといって，思想のない

単なる数式によるあてはめに走るのは，大局的に

みると逆に「Practice」から遠ざかることになり

かねない。むしろ，理論に徹することこそ実践へ

の早道なのである。そういう点からみると，わが

国の経営や計画に関する研究には理論といわれる

ものがむしろ少ないように思われる。そういう意

味では,P.ブランドン氏（ロンドン・ポリテク大

学，イギリス）の今回の研究は注目に値する。彼

は，長期にわたる木材価格の動きを明らかにする

には従来の計量経済学的アプローチでは無理であ

るとし，チューネンの地代論に戻って理論的に考

えた。わが国でも戦後地代論が盛んに研究された

が，具体的に価格予測に結びつかなかったように

思われる。

ところで，人は一般に初対面で，肌合いが同じ

か違うかを直観的に感ずるものである。今回のよ

うに言葉がうまく通じず意志の疎通を欠く場合に

は特にそうである。しかし，お互いの中に，仕事

林業技術No.5181985.5

に対する情熱と気迫があれば，心はおのずから通

ずるo逆に，礼儀正しく，おとなしく椛えている

と，相手はこの人は何を考えているのかといぶか

しんで遠ざかってしまう。すでに述べたように，

今回の研究集会には内外の多くの若手が参加した

が，わが国の参加者の積極的姿勢がもう少しほし

かったように思われる。たとえば，海外参加者の

中には，「なぜ日本人は，発表会場においてお互

いの意見を徹底的に戦わせないのか，もっと発表

者に対して自由にかつ率直に意見を述べるべきで

はないか。かりに，その態度が日本の文化や伝統

に根ざしているにしても，学会や研究集会の場で

はそれを改めるように努力すべきであろう」とい

う苦言を呈している者もいる。彼らは，日本人は

英語が苦手だから質問をしないのではない，習慣

的に日本人同士の間でもそうなのだと見抜いてい

るのである。そして，この態度は，研究と実践

の乖離という問題にもつながっていると指摘す

る。つまり，日本人研究者は，自己の限られた専

門枠に閉じこもる性癖があり，それが相互分野の

コミュニケーションを閉ざすことにもなる，また

実践に向かう意欲と機会をもぎとることにもなる

と。このような苦言を，肌合いが違うのだと一蹴

するのは簡単であるが，それがわが国の林学研究

を停滞させ，いっそう実践的かつ総合的方向に進

みつつある世界の研究水準から離脱することにつ

ながるとすれば，一考の余地があろう。たとえ

",B.プラチャイヨ氏（帝室山林局，タイ）は

ラワン林の経営改善が急務であるとし，そのため

には育種，育林，経理，木材加工・利用のすべて

の面にわたる総合的研究体制が必要であると語っ

ている。ラワン林は，タイのみならず，隣国のビ

ルマ，マレーシア，インドネシア，カンボジアな

どにまたがって広大に存在しており，この森林を

再生させるには国際的研究協力・技術・資金援助

が必要である。このような要請に対して，各国は

独自の椛想と計画をもって臨んでいるが，その際

もっとも大事なことは，各研究者や技術者が経営

にかかわるすべての面を見通せる力騒を身につけ

ていることである。そのために，我々は日ごろか



らこのような国際研究集会やFAOの情報を通じ

て総合的力を貯えておかねばならない。

以上，外国人参加者が日本人研究者に抱いた印

象の一例を述べたが，これはあくまでも概括的な

ものにすぎない。日夜実践的研究に取り組んでい

る人には関係のない話である。

3．森林計画をとりまく新しい動き

大会議長・南雲氏（東大）は，大会を振り返り

ながら，今後の我々の研究課題は次の3点にある

と述べている。①森林経営に対してコンピュー

タを導入する問題，②森林の多目的機能を考慮

した森林経営管理の問題，③地球規模で広がり

つつある森林破壊をいかにくいとめ復元していく

かという問題。

H.J.コートナー女史(コンサルタント，米国）

によると，米国では1970年代の中ごろに環境破

壊に対する国民の関心が急速に高まり，そのため

に1976年にNFMAという法律を制定し，一般

市民や関連利害団体の意見が反映しうるような山

林局主導の森林計画策定システムをつくるに至っ

たという。ところが，計画目的が多様でかつ計画

策定プロセスが複雑なために，必ずしも当初の各

層参加の総合的森林経営という目的が達成されて

いないようである。この計画策定プロセスには，

各層の森林に対する正しい認識（哲学)，データ

ベースの作成，各種資源の定量化，計画モデルの

作成，代替案の評価基準の設定など様々な要素が

介在しており，このすべてのサブプロセスに通暁

することは至難のわざである。前述の大会議長の

分類でいえば，この計画システムは①と②の側面

を合併したものであり，さらに東南アジア諸国の

場合には同時に③を考慮せねばならない。この点

についてコートナー女史は，「計画の最終選択は，

社会的・政治的判断に委ねられることになろう

が，山林局の担当者自身も，また山林局以外の利

害関係者（他の省庁，民間業者，市民団体など）

もしっかりとした意見を述べられるよう努力する

必要がある」と述べている。市民参加(Public

Involvement)を配慮した新しい森林計画体系に

ついては,M.R.ホスキング氏(林野庁,N.Z.）

17

も詳細な報告をしている。米国とN.Z・は，森林

の規模，林業の性格が異なるにもかかわらず，両

者はともに森林計画策定技術に関して先進国であ

る。今回の研究集会にも，両国から大学・林試研

究者,行政官が多数参加し,大会発表の進行・討論

において主導的な役割を果たしていた。例えば，

米国のR.E.モデー氏（山林局),R.S.フラン

ツ氏（林試,),I.E.パーカー氏（山林局）は，い

ずれも森林計画への市民参加へのあり方を報告

し，合意形成やマスコミを通じての宣伝，セミナ

ーや公聴会の開催，市民と議会が一体となっての

地域計画のチェックが重要であることを指摘して

いた。また,D.W・ローズ氏は,FORPLANと呼

ばれるLPモデルの問題点（コスト高，変数の制

限など）を指摘し，たとえば天野氏(林試)の減反

率モデル,LPモデル，シミュレーションを組み

合わせた複合的モデルのほうが好ましいと述べて

いる。他方,米国のD.J.デプタ氏(ウエアハウザ

ー)やNZ､のC.J.ゴウルディング氏(林試）は，

森林調査・生長・収鞭・評価までを含む総合的経

営計画モデルを発表した。筆者は，数年前に，ウ

エアハウザー会社とN.Z.のFRI(林試）を訪

問し，実際に彼らのモデルによるデモンストレー

ションを受けたが，その当時の印象ではまだ試運

転中という感じであった。しかし，今回彼らの発

表や話から聞いたところによると，具体的に稼働

しているようである。さらに，モデルの改良研究

は日夜進められており，前述のA・G.D.ホワイ

ト氏やO.ガルシア氏(林試,N.Z.)は，林業部門

の総合的計画モデル（川上から川下まで),LP

モデルやシステム・生長モデルを開発中である。

そのほかにも,A.B.ルドラ氏（メルボルン大

学，オーストラリア）は，森林調査，森林経営・

計画を総合した情報管理システムを，また台湾大

学の揚栄啓氏は0－1計画法による経済と公益を

同時に考慮した森林計画策定システムを研究中で

ある。これらの研究に，わが国の南雲氏，木平氏

(信大)，矢野氏らの研究，戸田氏ら(岐阜県庁)ら

のモデルを加えると，いかに森林計画の技術的側

面へのコンピュータ導入が進んでいるかがわかる

林業技術No.5181985．5
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写真･1半日ツアーでの一景

う。筆者は，ホワイト，ゴウルディング，ガルシ

ア，ルドラらの各氏を案内して各林業地や関係機

関を歩くうちに，彼らがどのような点に苦心して

いるかがわかってきた。それは，だれにでも使い

やすく，わかりやすく，見通しの良いモデルをつ

くることであった。例えば我々は，整合性と応用

力のある生長モデルを開発するべきであるという

点で一致した。

4．意見交換と相互交流

はじめに，国際研究集会は各人の人的交流の幅

と研究に対する視野を広げる絶好の機会であると

述べたが，その意味では大会中の社交行事(Ice

break,ディナーパーティ）とエクスカーション

は今回も大きな役割と意味を持っていた。特に，

英語を苦手とする我々にとって，一杯飲んでリラ

ックスした後での舌の回転は，予想以上に滑らか

であった。10月14日のIcebreak(90名参加）

で初対面の緊張をほぐし,16日の半日ツアーを経

て夜のディナーパーティ（150名参加）と進むこ

ろには，参加者はお互いに仲良くなり，大会の雰

囲気は最高潮に達していた。当研究集会の実行委

員は夫人同伴で参加し，二度とない大サービスを

した。わが国の若手の研究者も物おじせず，積極

的に話の輪に入っていた。

他方，エクスカーションは，10月18，19日の

両日にかけて，栃木県下の日光東照宮，中禅寺

湖，戦場ケ原，福田孫一氏経営のスギ人工林を見

学した｡参加者は,大方の海外参加者を含む82名

で，日本の自然・文化遺産のすばらしさを満喫し

林業技術No.5181985.5

写真･2福田林業での討総光最姑方は嶺東大名誉教授（左）

と福田孫一氏）

た。宿舎の金谷ホテルでは，嶺一三東大名誉教

授の歓迎の言葉を皮切りに，一同地酒とパーカー

夫人のバースデイケーキを味わいながら，くつろ

いだ夜を過ごした。翌日は，秋雨の煙る中を，優

良品種の固定，じか挿し造林，やぶ造り，多段林，

高密路網，密植集約施業など，日本の誇る福田林

業の粋をじかに見学した。見学後，質疑応答に移

り，育種から育林，伐出技術，収益性などの幅広

い分野にわたって，質問が飛びかった。これによ

り，海外研究者・林業家のわが国私有林経営に対

する理解がいっそう深まったものと思われる。

5．おわりに

以上，かけ足で研究集会の内容を紹介してきた

が，紙数の関係で多くのことを省かざるを得なか

った。例えば，発表会場での討論風景，参加者同

士の話題社交行事やエクスカーションのこぼれ

話など，これらの点については機会をみて各人が

林業統計研究会誌などに投稿してほしいものであ

る。

今回の研究集会は予想以上の成果を収めたが，

これは実行委員会のご努力，各関連機関のご援

助。ご協力，福田氏をはじめとする林業家のご協

力によるものである。

なお，本稿を書くにあたって，宇都宮大学の内

藤健司氏，名古屋大学末田達彦氏より貴重な資料

とアドバイスを，また栃木県庁の鈴木文益氏から

は写真を提供していただいた。ここに心から謝意

を申しあげる。

（みのわみつひろ・三重大学農学部助教授）
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匹圧S圧▲皿⑪ 全国林業試験･指喜機関の紹介

26．岐阜県林業センター

1．沿革

岐阜県林業センターは，ほぼ本県の中央部に位置する

美溌市曽代に設置されている。

当センターの沿革は，昭和11年から始まる。この年，

関市に林地利用試験地が創設され，昭和20年には林産

指導所と改称された。昭和29年，林産指導所は林業試

験場と改称し，高11市に新設され，試験研究を続けた。

その後昭和45年，林業近代化の要請にこたえ，試験

研究部門，試験成果や林業技術・知識を普及指導する普

及部門，さらには育種事業部門の各部門が相互に有機的

な関連のもとに，効率的な運営を図るために統合し，林

業センターとして発足した。また，昭和46年には，林

業短期大学校が林業センターに併設して開校した。

2．組織および施設

当センターの組織は次のとおりである。

一総務蝶(7名）：総務係

一育林研究部(7名）：造林科・病害虫科・防
災科

一林産研究部(7名）：製材機械科・木材加工
場長一副場長一科・特用林産科

－普及部(5名）：普及科・研修科

一育種事業部(4名）：育種担当・白鳥林木育
種事業地担当・下呂林
木育種事業地担当

施設としては，73千】112の敵地に本館，製材目立実験

棟，研修棟，研修寮など14棟(3,490m2)の施設が建て

られている。また,敷地に隣接して,33haの付属実験林

が設置されている。育種事業地は，郡上郡白鳥町と益田

郡下呂町の2カ所(21.5ha)に設置し，管理している。

3．試験研究の概要

本県の民有林は69"1,(!と広大なうえ，自然条件の著

しく異なる地域を含んでいるので，試験研究も当センタ

ーと，溌雪寒冷地帯を対象とする寒冷地林業試験場で分

担して行っている。

現在取り組んでいる試験研究課題は17テーマに及ん

でいるが，その主なものを次に紹介する。

（1）造林関係試験

スギについての試験では，立地・土壌に適応した保育

管理方法の基礎寅料を得るため，スギ主産地域における

形質と経済性に関する試験を，また，スギ精英樹交配種

の遺伝様式に関する試験等を実施している。

本県は「東臘ひのき」の銘柄で知られたヒノキの産地

であるが，このヒノキの生産基盤を質の面からさらに強

化する必要がある。そこで，より優良なヒノキ個体の選

抜法，施業上の基礎資料を得るため，東臘地域における

ヒノキの形質変異に関する研究を進めている。

そのほか，広蕊樹林（特用原木林）育成技術に関する

総合研究，間伐方法による複層林誘導試験，ボタン材防

止枝打試験を行っている。

（2）病害虫関係試験

本県でも穿孔性害虫の被害が問題となっており，防除

技術の確立を図る必要にせまられている。そこで，被害

発生林分の環境要因の究明と薬剤防除技術の開発のた

め，スギ・ヒノキ穿孔性害虫被害防除技術に関する総合

研究を実施している。

そのほか，苗畑における根切虫防除試験，松の枯損被

書fターンをもとにした新たな防除技術の実用化に関す

る調査を実施している。

（3）防災関係試験

山腹崩壊施行跡地の植生の種類別生育状況と推移状況

を土壌織造，理学性から調査し，併せて従来植生の種類

別侵入・生育状況も追跡するため，山腹崩壊施行跡地の

植生成育状況追跡調査を実施している。

（4）製材機械関係試験

林業技術No.5181985.5
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一団一 一

在来工法住宅は，工期，手間，地域による樹種利用動

向の述い等に多くの問題があるので，椛造材作成に要す

る人工数，作業，大工工事，プレカットエ場等を分析

し，問題点を把握するため，在来工法住宅における用

材・木工事関係調査および品質特性に関する研究を進め

ている。

（5）木材加工関係試験

小・中径材の需要拡大を図るため，農業等地場産業用

資材の需要開発の方向を検討し，その試作，性能評価を

行うなど，国産材の総合的利用技術を開発するため，腱

林水産業用資材等農山漁村地域における国産材の需要開

発に関する研究を進めている。また，木材乾燥室の熱効

率向上に関する研究も実施している。

（6）特用林産関係試験

シイタケ栽培用原木は，最近原木不足や適期の入手難

等悪条件が多くなり，経営上大きな支障となっている。

そこで，シイタケ栽培においても，おが屑の利用技術を

開発し，生産意欲の向上と安定的所得の増大を図るた

め，おが屑培地によるシイタケ栽培試験を行っている。

また，アベマキによるシイタケ栽培試験，食用きのこ

栽培のコストダウン技術に関する綱査も実施している。

4．普及研修活動

（1）試験成果・技術の普及指導

試験・研究成果の普及は，試験研究発表会，刊行物，

各種研修・講習会等を通じて行っている。

試験研究発表会は，発表部門を決めて年1回開催して

いる。対象者は発表内容によって異なるが，県行政磯

関，市町村，森林組合，林業関係団体，製材・加工業者

等広範囲に呼びかけている。

刊行物は「業務報告」および「研究報告」を年1回発

行し，研究成果をわかりやすく解説した「林業センター

備報」を年4回発行している。また，月刊誌「岐阜県の

林業」に"林試コーナー”“普及コーナー"欄があり，試

験成果や技術の紹介，解説等を行っている。

そのほか，林業技術現地適応化促進事業等の普及事業

や，識習会等の講師派遣要請を受けて，各地で林業技

術・知識の普及に努めている。

（2）教育・研修

当センターで行う研修は，林業改良指導員，林業グル

ープ員，一般林家等を対象とした研修や林業教室，さら

には，林業技術のエキスパートとなる基幹林業作業士

（グリーンマイスター）の育成研修も行っている。

林業技術No.5181985.5

そのほか，団体や個人の依頼による研修，教育も引き

受けて実施するなど，研修棟，実験林等を使ってほとん

どの林業技術の研修が実施できる体制になっている。

5．育種事業

本県の精英樹はスギ37クローン，ヒノキ31クローン

等103クローンが選抜され，さらに，抵抗性個体（耐雪

・耐凍）としてスギ120個体，ヒノキ60個体，アカマ

ツ20個体が選ばれている。これらの精英樹は，2カ所

の育種事業地の採穂園(1.411a)・採種園(16.9ha)で育

成管理し，優良な穂木・種子の生産を行っている。

また，次代校定林はスギ，ヒノキを主に49カ所，併

せて7311aを設置し,遺伝的特性等の調査を続けている。

6．おわりに

当センターは，県の林業主要施策に即応し，県民の要

望に反映するよう，林業関連部門の技術の研究開発に努

め，開発された技術・知識の普及指導，研修ならびに品

種改良を目的とする育種事業など，広汎な分野にわたっ

てその総合的機能を発揮し，さらに他の関係機関とも密

接な連けいを図りながら，本県林業の発展に資するよう

努力していく考えである。

（岐阜県林業センター普及科長・東方喜之）

27.岐阜県寒冷地林業試験場

はじめに

本県における林業試験職関は，昭和11年に林地利用

試験地（関市下有地）が創設されて，その業務が始まっ

たが，現在では，林業センター（美濃市）と寒冷地林業

試験場（高山市）の2場が，研究分野あるいは地域を分

けて，それぞれ独立して研究業務を行っている。
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寒冷地という名称を冠した試験場は全国でもただ一つ

であるが，当場設立には次のような要因があった。

県土が海抜Omから3千mにわたり，垂直分布も広

く，また，水平的にも太平洋側から日本海側近くまで広

く分布しており，そのために立地環境条件や，それに伴

って出現する森林は極めて多種多様であり，とりわけ，

林業地域であるところの職雪寒冷地域での独立した試験

研究を行う必要があるということで，昭和45年に設立

された。

1．組織と技術開発および技術移転体系

（1）組織
寒冷地実験展示林佶城那古川町信包）

､り，県全体のそれの66影にあたる。広葉樹の素材生産

量は年間22万1n3で，県全体のそれの61%とその大半が

寒冷地から生産されている。このために有用広葉樹の賦

存状況の把握，更新および保育などの技術開発がある

が，立地環境条件のきびしい寒冷地域の森林造成および

木工地場産業の資源培養上，重要課題と考える。

このほかに林業経営の複合化を図るために，食用きの

こ類の栽培技術の開発があるが，寒冷地の不利な栽培条

件を技術によって克服することが課題である。

雪害防止，有用広葉樹の育成および特用林産物の栽培

などの技術開発課題を効率的に解決し，早急に実践面に

普及実施することが，当場に与えられた役割と考える。

3．試験研究の概要

昭和60年度の当試験場における試験研究・普及指導

等のすべての業務課題は18課題(県単8，国庫助成10)

となっている。概要は次のとおりである。

（1）育林科関係

①多雪地帯での複厨林造成技術に関する試験(県単）

積雪地域での複層林施業の可能地域を区分するととも

に，積雪環境に応じたスギ，ヒノキの複圃林の造成方法

を確立する。

②省費用によるスギ造林地凋査（県単）

積雪環境条件下において造林投資を極力に省力化し，

低コストの粗放経営の経営収支を試郷し，その指標を得

る。

③広葉樹林施業試験（県単）

広葉樹二次林の施業基準の設定と施業技術の体系化を

図るため，広葉樹林施業についての各種の試験を行う。

④ヒノキ採種園の種子生産技術の確立に関する研究

（国補メニュー）

着花促進の技術的検討および採種園櫛成クローンの着
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研究成果の普及(技術）

2．試験研究の背景

寒冷地域の林業研究フィールドを，最深積雪量1.0m

以上で，年平均気温12｡C以下という枠どりをすると，

該当市町村は41市町村（森林のある市町村の約半分）

にまたがり，森林面積で31万2zFha,全民有林の45%

にも及んでいる。

ここでの森林施業の最大なものには，雪倒伏被害の雪

起しがある。該当林分は，毎年ほぼ9千llaにも及ぶと言

われ,人工数の試算では約10万人とも言われているが，

大変な労力投下量である。したがって，試験研究の一つ

は，雪害抵抗性品種の選抜，雪害圏域の早期離脱，雪

起し作業の省力化など，雪害防止技術の開発があげられ

る。

また，寒冷地域には天然生広葉樹が約21万5千haZ
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花性と種子生産性について調査研究する。

⑤木質系ペレット燃材等によるエネルギー利用試験

（国補一般）

木質系ペレット燃材等を利用して，家庭，事務所，園

芸ハウス栽培等の省エネルギー暖房器具の実用性と経済

性等について検討する。

⑥有用広葉樹用材林の人工造林技術試験（国補一

般）

クリの人工林造成について適地判定，植付方法，植栽

密度，保育管理方法および直添きによる省費用造林の試

験研究を行う。

⑦加工原木林育成技術試験（国補大プロ）

ケヤキの育苗試験（播種，床隷根切，施肥）および

人工植栽（密度，野兎防除）試験を行い，基本技術の確

立を図る°

③人工林雪害の育林的防除技術の確立に関する基礎

調査（国補システム）

人工林における雪害発生状況，降積雪環境育林技術

の実態の調査分析等により，人工林雪害の育林的防除技

術の確立を目的とする。

（2）経営特産科関係

①マイタケ等人工栽培試験（県単）

マイタケ，マンネンタケ，クリタケの原木および鋸屑

栽培について人工栽培試験を行う。

②飛騨産シイタケ原木生産技術に関する試験（県

単）

この地方に豊富にあるコナラ，ミズナラの資源をシイ

タケ原木として活用するため，他県産原木と子実体の発

生を比較しながら，形質の改良と生産量の拡大を図る･

③ウルシ採取器具の開発と採漆量，漆質調査喋

単）

ウルシかき取り器具の開発と径級別の採漆量，漆質調

査を行い，早期かきとりの可能性を検討する。

④広葉樹の間伐材によるシイタケ栽培試験（県単）

ナラ用材林の間伐木を有効活用するため，原木の水抜

技術の開発と植菌労力の軽減化を図るため紐状種菌等を

|胴発する。

⑤薬用原木林等育成技術に関する試験（国補大プ

ロ）

ウルシ樹の栽培技術を確立するため既存人工林の密度

管理，肥培管理，萌芽更新の試験を行うとともに新規人

工林について植栽密度および肥培管理試験を行う。

林業樹祈No.5181985.5
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（3）普及科関係

①組織的調査研究活動促進事業（国補）

広葉樹地場産業地帯の素材需給実態に関する調査研究

を行う。

②林業技術現地適応化促進事業（国補）

秋まき秋床替によるスギ苗の養成を行うことによって

寒冷地域での育苗技術を確立する。

③技術課題実証事業（国補）

雪害等による成立不成績地の針広混交林造成技術を実

証する。

④林業教室一般コース（国補）

林業後継者を対象として，森林・林業全般にわたる基

礎的な技術・知識を付与する。

⑤寒冷地実験展示林管理事業（県単）

寒冷地帯の森林造成の問題点を取りあげ，試験研究，

事例調査などによる成果を総合的に技術導入して実験的

に施業経営し，地域林業の指標とするとともに，林業技

術研修の場とする。

⑥試験研究成果の普及

研究報告のほか，試験研究成果の解説資料として，寒

冷地域の林業技術（普及版)，寒冷地帯林業技術カード

集（追録版）の配布等を行っている。

おわりに

飛騨地域をはじめとする本県の北部地域は，積雪寒冷

という極めてきびしい立地環境にある。したがって林業

経営は一般的な集約型の人工造林施業のほかに，省費用

型の森林育成および広葉樹林の天然施業も穂極的に取り

入れるシビアさが要求される。

下刈り，枝打ちを省いた針広混交の準天然林，人工補

植による二段林造成などの技術開発も必要になってく

る。

天然生の広葉樹林施業では，次代の更新を考慮した間

伐方法，林床処理を含めた保残木施業による雅樹発生促

進，樹種特性を生かした有用樹種の仕立て方，生長促進

のための密度管理の方法など，技術開発を必要とする課

題は極めて多い。

幸い昭和60年度より，国庫事業として森林施業合理化

実験事業（集約施業技術等導入実験事業）が計画予定さ

れているが，飛騨地方の中心の荘川村に，広葉樹総合実

験林を5カ年計画で造成し，早急にこれらの課題の解明

に着手したい。

（岐阜県寒冷地林業試験場普及科長・桂川道）
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第29話その2

対談(戦時林政）
ず合格占ガｽが臭ったがまは‘い、

－需給逼迫から始まった薪炭統制一

Aどんな臭いがするかね。

B政府買上げからはずし，わざわざ別扱いにて

一元的に集配する統制会社を16年に作ったのに’

18年限りで規格を緩めて政府買上げに移し'つい

には規格そのものも廃止してしまいました○別建

てにまでする必要が始めからあったのかどうか，

大いに疑問です。

Aあれは比較的に無理のない進行だった，木炭

統制初動の中の大きなミスだね。さっき僕は75

点と言いたかったのを65点に控えたのはこのた

めだ。そしてこれには南主任技師の個性が色濃く

影を落としている。これに気がつかなかったり見

過ごしたりした周囲の者にも寅任がある問題だ。

B木炭ガス発生炉が林業試験場等で研究され,

実用化し始めたのは昭和9年ごろからですね。そ

の前後から木炭ガスの発生度のよい木炭の製造法

が官公庁の製炭技術者によって研究され，いろい

ろな特許が生まれましたが>Iﾄ'に南式がありま

す。

A南技師のは製炭のある過程で水をかけるんだ

が，彼は従来から専らこの方式の普及を指導して

まわっていた。これに対抗するものとして神奈川
こ〈‘れ

県林務課長木暮藤一郎技師（明42’東大実科)によ

る木蒋式といって’鉄板を使う乾溜方式があり，

人吉営林署長の川原清文技師（大31鹿児島高農）

が考案した川原式樹油入ガス用木炭というのもあ

った。スギやヒノキの葉を臼でついて，その汁を

水で溶かし，炭窯の天井に穴をあけて精練中の炭

にかけたものだ，ほかに谷式というのもあった。

B自由経済下で品質を競ういろいろな工夫はあ

Pざ・・、949L…卦修形、ご＝昭2F・芽&890虎呂少q毎L年や…＝･晦一βりい舜毒宅令・‐--ニー苧命

手束平三郎
（林政総合柵従研究所理事長）

って当然だし，それによって技術進歩もあるわけ

ですが，物資不足下の統制経済への移行過程では

質より量で割り切るのが本則です。普通の黒炭で

もけつこうガス用に使えるとなれば,15年の規格

大整理のときにガ久用木炭規格を廃止するのが当

然だったように観察されるんですがどうですか。

Aそのとおりだ。しかし南技師は統制期以前か

らガス用木炭の規格を市場で固定する方向で努力

していたことの延長で，それを統制規格に持ち込

んでしまったわけだ。ガスの出の良し悪しは，百

歩被って特許の額面どおりとしても，多少の程度

の差にすぎない以上，物量確保を第一義とする統

制経済政策の常道を踏みはずしている。しかし，

すでにガス用木炭なるものの市場性が宣伝によっ

て相当普及していたこともあり，蓮池をはじめと

して事務官連は当然別建てにしていいと信じて疑

わなかった。技術官も製炭技術となるとそれほど

詳しいのが南のほかに本省にはいないから臭いと

は思いながら見過ごしてしまったわけだ。需給調

節特別会計法案と並べて，日本ガス用木炭統制株

式会社法案を議会に上程するというのは相当なほ

れ込みようだよ。

B不成立の理由は技術上の問題よりも，商権が

冒されるという業界の反対でしたね。

A特別会計法案のほうが本命だったし，規則で

統制会社を作る方法もないではなかったから山林

局は無理押ししなかった。おりから木材の規格統

制について議会でいじめられている最中だったせ

いもあるだろう。そしてこのことは君のいうとお

り18～19年の撤退に幸いしたわけだ。

･･gpW鋤鋸頭廿吟今即冗｡｡｡ー.6■.1｡｡L兎･ぷ0..1

休業技術No.5181985.5
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Bガス用を家庭で用いると中毒のおそれがある

という提案理由はふるっていますね。もともと，

不完全燃焼すれば中毒するようなガスが出るから

木炭をガス用に使えたんでしょうに。それでも結

局16年になって，「瓦斯用木炭統制規則」が公布

され自動車業界，全販連などの出資1,000万でガ

ス用木炭を一手に取り扱う会社ができたとは変な

ものですね。

A社長は以前満州国の林野局長をやり，帰って

水産局長をやった平岡梓だった。農林省，商工

省とも統制会社作りが流行したから，そのブーム

に乗りたい一心も働いて，眼光"窯裡"に徹しなか

ったんだろう。会社設立のころ,すでに南は辞め，

蓮池も替わっていた。しかし両人の残したいわば

虚像の筋道はなおしばらく生き続けたわけだ。

B.筋道が一度公認されると役所では独り歩きす

るようですね。

A当時の統制会社ラッシュは何となく戦後成長

期の特殊法人ラッシュと似ている。余談になるけ

れど，僕は15年の春に林政課木炭係に配属され

て6月に初めて愛媛県に出張した。林務課長は大
ちかいち

正4年卒業の同学大先輩で伊藤隣一（後，愛媛県

森連会長）という人だったが，いかに本省からき

たとはいえ学校出たての若僧に対し，県の長年改

良指導の成果が上がって京阪神市場で銘柄商品に
きり寸斡

なっている「伊予の切炭」の規格を是非特別に認

めてほしいと，木炭主任技師ともども切々と陳情

されたのには参った。その熱意にほだされて帰局

してから南技師に何とか特別規格として残せない

でしょうかと代弁をしたら鼻先であしらわれた。

“君，1万以上もある規格を大整理しようという

のに，そんなことをいちいち聞いていてどうする

んだ”といった按配だった。少しカチンときたの

で“ガス用の規格は残すのでしょう”とやった

ら，大きな目をギョロリとむいて“ガス用は自動

車を走らすんだ。茶屋の手あぶりとわけが違う

ぞ”とどなられてしまった。

'一一坪ゴー全夕少FA ■画一一霊｡＝ ごr里一宮幻町ユ
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Bそれは貴重な統制史のひとこまになります

ね。15年の7月に政府買入れを前にして行われ

た規格改正は，全国10,572種のものを144種に

整理してしまいました。その思い切った改正のす

さまじさは前年の木材規絡整理に優に匹敵します

が，業界からのあらわな反発がなかったのはなぜ

なんでしょう。先輩が当面された切炭のような問

題はほかにもたくさんあったでしょうに。

Aすでに昭和の始めから全国的な公営の検査制

度が普及し，倉庫や築窯の助成もあり，技術改良

が官庁主導型になって生産・流通業界もその恩恵

にあずかっていたという下地があったこと。それ

に前年のような混乱回避の必要性は業界自身も認

めざるをえなかったこと。この二つだろうね。た

とえて言えば，木材では今まで何の世話にもな
おやじづら

らなかった他人が，いきなり親父面をして出しゃ

ばってきて，あれこれ見当はずれの指図をし始め

た感じがあったのに比べて，木炭はともかくもめ

んどう見てくれていた親父の，やむを得ない命令

と受け取られたからだと思うね。ガス用木炭会社

作りへの反発はあったが，これについては親父の

身勝手があらｵうだったから抵抗した。

Bなるほどおもしろいたとえですね。この時生

き残ったガス用木炭はその製法，形状，包装の3

点を共通規格にしましたが，公定価格が割高だっ

たため普通木炭からの鞍替えが起こりやすく，会

社は生産と買上げ枠を制限したんですね。

A公定価格が高いのは製法指定があったからだ

が，検査で製法まではなかなか見きわめられない

から，結局は黒炭系の性質と形状でパスすること

になる。生産者としてはそのほうが有利だから，

ガス用を作りたがる。したがって押えねばならな

いという奇妙な椛造になった。17年からガス用

炭を担当した田中紀夫技師（昭和4鴫林学士，

後，京都府林務課長・帯広営林局長）は，“すべてが

増産奨励の戦時中に，減産指導をやったのは僕だ

けだろう”と言っていた。そしてしだいに普通黒

e季 、 ユロ･4．国シfー之二J夕琴争一．
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炭を混用する事態を馴致しておいてから政府買上

げに統一するという手の込んだことをやったそう

だ。

Bやっぱり私の勘は当たっていましたか。これ

は歯に衣を着せずに言えば戦時下の世間をたぷら

かしていたことになりませんか。

A戦後ガソリンが出まわるまで，その後はずっ

と普通の黒炭を使って，取り立てで支障はなかっ

たから，そう言われても仕方がないな。南は家庭

的にも複雑で，特許買上げの方針が内定した時に
うわさ

さっさと辞めたと噂されたが，山林局OBとして

の活動は何もしなかったのでその後の消息は詳か

でない。この点，木材統制の初動で，同じく，蓮

池のスタッフになった専門学校出身の桑田が退官

後統制会社入りし，戦後もひとかどの業界人にな

ったのとは大いに成り行きを異にしている。

B木炭事務所は18年には沖縄を除く全府県に

できて，特別会計の職員数が1,000人近くに達し

ていますが，戦時中にずいぶん大きな機構作りが

できたものですね。

A下働きは地場採用が主だったが幹部はほとん

ど営林局署から割愛された。中には府県からの出

向者もあった。大阪の所長は西方探題として重視

され,キャリヤー事務官のポストになったが,他の

所長は技術官と属官が8対2ぐらいの割合だった

ろう。統制をやれば役人が増えることの見本だ。

でも最初に君が指摘したように集荷と配給は業界

の組合を作らせて活用したから，この程度で済ん

だわけだ。評する人はキセルにたとえて，吸い口
●●

とがん首を民間にさせて，政府はラウの役割をし

ただけだと言った。

Bでも，全面統制という大きな仕事で，政府が

必要最小限の要点を握って，ほかは民間組織を活

用したという点で評価できるんじやありません

か。

Aそういう見方もあるだろう。戦後占領軍が介

入して，事務が複雑化し人員も2,000人にふくれ

たが，かえってギクシャクしたね。

Bそれと今ひとつ，15年の議会での確認の後

も，農林省は集荷面で全農系統を伸ばそうとした

形跡がありますが，効果があったのでしょうか。

Aもともと産業組合集荷の実績のあった県では

多少伸びたようだが，全体のシェアはあまり動か

なかった。摩擦を起こして減産しては困るから無

理押しは禁物だった。

B戦争末期には指定集荷磯関を全艇に一本化し

ていますが……。

Aあれは事務簡素化で，現品の納入名義と買入

代金の受取窓口を一本化しただけだ。商業系も全

農の県単位の出先を通じて出荷して代金を受け取

ることになったが，根っ子の生産者の所属が商業

系から農業会に替わったわけじゃない。

B戦後間もなく指定集荷機関が分かれたのはそ

こがもとに戻ったんですね。それでよくわかりま

したが，文書資料だけではまどわされやすい点で

すね。さて，薪炭統制の戦後への遺産はあるでし

ょうか。

A20年代はともかく，今のように肝心の対象

が細っちゃってはね……。歴史そのものが遺産な

んじゃないかな。（第29話終わり）

注1：昭和15年の木炭生産爽誠294

万1､ンのうちガス用木炭は36万I､ン穏

度，またそのころの木炭自動車は1万台
余であった。

注2：昭和17年府県平均産地股寄駅

価絡で，ガス用木炭（15キロ換算）2円
44銭，黒炭雑2等（15キロ/俄）1円70

銭であった。価格差は製法指定が理由で
あるが，もともとガス用木炭は炭化度が

低くてよかったのであるから，原理上当

初から矛盾があった。

注3：昭和15年ごろ,薪ガス発生炉が

実用化され，それに用いるガス用薪（薪

を4～5cm角・長さ10cm程度に切断

したもの）の生産が始まり，17年ガス
用木炭統制K.K.の一元取扱対象になっ

た。19年同社の木炭撤退後もガス用薪
の取り扱いば続いた。

注4：参考文献，『臘林行政史第5巻』

、漫林水産省百年史中巻』，『日本林業発

達史』昭58,大日木山林会。『林業技術
史第5巻』昭50，日本林業技術協会。
『日本木炭史』昭35,全国燃料会館，
『第75帝国議会へ提出セラレタル木炭
2法案二対スル嘆願瞥竝委員会議事録』

1画一々隼一目－画“･煙迩韮一m一一△津ずぷ寡口・氏．餌一L足圭華 ＝迄一画む醜守､堅 二一二ヱシュ冨・四一F去〆酒一$9画や主÷…一四・~・一＝r‐弔可”．。I
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を
患
っ
て
死
亡
、
一
也
は
再
婚
し
た
実
母
の
家
に
入
籍
し

た
。
九
鬼
浦
を
抱
く
ま
わ
り
の
山
々
は
、
い
ま
で
は
い
ち
め

ん
黒
っ
ぽ
い
桧
林
だ
が
、
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
は
ま
だ
雑

木
林
で
あ
っ
た
。
椎
・
樫
・
椿
な
ど
照
葉
樹
で
種
わ
れ
、

び
ん
ち
ょ
う
た
ん

紀
州
か
ら
や
っ
て
来
た
炭
焼
家
族
は
、
こ
こ
で
も
備
長
炭

を
焼
い
て
い
た
。

暮
ら
し
ぶ
り
も
悪
く
は
な
く
、
定
期
の
郵
便
貯
金
を
毎

月
十
円
ず
つ
し
て
い
た
、
と
母
は
言
う
。
公
務
員
の
初
任

給
が
七
十
五
円
、
家
族
あ
げ
て
の
炭
焼
き
の
稼
ぎ
が
一
力(画・筆者）

月
二
百
円
ぐ
ら
い
の
時
代
で
あ
る
。
親
方
に
日
傭
賃
や
歩

合
い
で
使
わ
れ
る
場
合
は
別
に
し
て
、
自
営
の
炭
焼
き

が
、
丈
夫
で
伽
き
さ
え
す
れ
ば
、
み
じ
め
な
お
も
い
は
し

な
か
っ
た
の
だ
。
の
み
な
ら
ず
、
近
く
の
里
の
人
々
に
は

炭
持
ち
や
ダ
ツ
編
み
な
ど
の
稼
ぎ
の
機
会
を
与
え
る
か

い
ち
も
く

ら
、
山
中
の
掘
立
小
屋
に
住
ん
で
は
い
て
も
、
一
目
お
か

れ
る
存
在
だ
っ
た
。

き
り
こ

そ
の
う
え
九
鬼
で
は
、
四
十
年
配
の
独
身
男
を
伐
子
に

傭
い
、
木
を
伐
ら
せ
た
り
、
別
に
小
さ
な
窯
を
与
え
て
焼

か
せ
る
な
ど
も
し
た
。

木
炭
の
景
気
も
上
向
い
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
と
い
え

ば
、
い
わ
ゆ
る
瀞
艤
羅
零
件
を
引
き
金
に
し
て
、
日
本
軍

が
華
北
を
は
じ
め
、
北
京
や
上
海
に
も
大
増
強
部
隊
を
送

り
、
中
国
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
年
で
あ
る
。
戦
争

は
軍
需
物
資
の
生
産
増
大
を
要
求
す
る
。
そ
の
基
幹
と
な

る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
石
炭
や
石
油
と
と
も

に
、
木
炭
も
ま
た
そ
の
一
塊
を
担
う
の
で
あ
る
。
こ
の
時

代
か
ら
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
ま
で
、
炭
の
生
産
は
国
策
と

し
て
大
い
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。

さ
て
、
め
ざ
す
は
半
世
紀
近
い
昔
の
窯
の
跡
形
で
あ

る
。
母
は
道
路
の
下
の
檜
林
に
わ
け
入
っ
て
探
し
た
。
自

然
の
中
で
は
、
山
崩
れ
さ
え
な
け
れ
ば
石
垣
な
ど
は
残
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
見
あ
た

ら
な
い
。

ど
う
や
ら
道
路
を
つ
け
る
さ
い
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
だ
、
と
母
は
言
う
。
そ
の
広
い
道
路
は
拡
張
さ
れ
て判

ま
も
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
前
は
も
っ
と
狭
い
車
道
が
尾

わ
せ鷲
か
ら
熊
野
市
へ
向
か
っ
て
矢
ノ
山
峠
を
越
え
て
い
た

が
、
あ
た
か
も
昭
和
十
二
年
ご
ろ
そ
の
旧
道
が
建
殼
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
こ
の
地
方
に
は
峠
に
ケ
ー

ブ
ル
が
あ
る
ば
か
り
で
、
車
道
は
貫
通
し
て
い
な
か
っ
た

の
だ
。
そ
し
て
よ
う
や
く
矢
ノ
山
峠
に
ト
ン
ネ
ル
が
掘
削

さ
れ
た
と
き
、
父
と
母
は
一
カ
月
ば
か
り
土
木
工
事
の
現

場
で
働
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
八
鬼
山
の

仕
事
が
終
わ
っ
て
、
つ
ぎ
の
九
鬼
の
山
林
を
手
に
入
れ
る

ま
で
に
、
空
白
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
時
代

に
つ
く
ら
れ
た
道
も
、
戦
後
に
国
道
四
二
号
線
が
新
設
さ

れ
て
廃
道
と
な
り
、
九
鬼
の
炭
窯
の
そ
ば
を
通
じ
て
い
た

部
分
は
、
国
道
三
二
号
線
と
し
て
い
ま
幅
員
が
広
げ
ら

れ
て
い
る
の
だ
。

窯
跡
を
探
す
の
を
あ
き
ら
め
て
、
私
ど
も
は
車
へ
戻
っ

た
。

と
、
Ｍ
さ
ん
は
道
路
の
上
の
林
に
入
っ
て
、
木
の
枝
を

手
折
っ
て
い
た
。
熊
野
市
で
花
屋
を
し
て
い
る
彼
女
は
、

生
花
に
な
り
そ
う
な
素
材
が
す
ぐ
に
眼
に
留
ま
る
の
で
あ

づ
（
》
。

「
い
い
も
の
が
あ
る
か
い
」
と
私
は
声
を
か
け
た
。

「
う
ん
、
サ
カ
キ
が
あ
る
わ
よ
う
」
と
、
Ｍ
さ
ん
は
屈
託

の
な
い
調
子
で
答
え
た
。

は
こ
雄
た

私
も
箱
鉈
を
手
に
し
て
桧
林
に
入
り
、
睡
錘
え
の
サ
カ

キ
を
取
っ
た
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
四
十
七
年
の
昔
、
父
母

す
ぷ
ぎ

が
炭
木
を
伐
っ
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
山
の
木
で
あ
る
。

あ
た
り
の
木
や
草
や
蔓
や
、
ま
た
斜
面
に
突
出
し
て
い
る

岩
も
、
な
ん
と
な
く
懐
し
く
、
見
覚
え
が
あ
る
よ
う
に
す

ら
思
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
山
で
、
私
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
の

乳
飲
児
と
し
て
、
一
年
に
も
満
た
な
い
月
日
を
過
ご
し
た

に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
。

Ｔ
が
り

「
こ
の
山
の
上
に
登
っ
た
ら
、
き
っ
と
須
賀
利
が
見
え

る
と
思
う
わ
よ
」
と
、
Ｍ
さ
ん
が
言
っ
た
。
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く
き
や
き
や
ま

私
ど
も
は
九
鬼
か
ら
八
鬼
山
へ
登
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

道
ば
た
で
ひ
な
た
ぼ
こ
を
し
て
い
る
お
年
寄
に
尋
ね
て
、

そ
の
コ
ー
ス
も
確
か
妙
た
。

国
鉄
紀
鵜
線
・
九
鬼
駅
の
右
手
を
、
四
二
号
線
に
通
じ

る
自
動
車
道
が
背
後
の
櫓
林
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
る
。

急
勾
配
の
曲
り
く
ね
っ
た
道
路
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
輸

林
が
圧
倒
的
に
多
く
、
銘
柄
を
跨
る
尾
鷲
材
の
育
林
熱
を

う
か
が
わ
せ
る
。

そ
の
桧
林
の
中
か
ら
小
さ
な
け
も
の
が
飛
び
出
し
た
。

野
兎
で
あ
る
。
黒
褐
色
の
兎
は
、
車
の
前
方
を
二
、
三
十

メ
ー
ト
ル
駆
け
て
、
ま
た
桧
の
か
げ
に
姿
を
消
し
た
。

「
あ
の
じ
ぷ
ん
も
兎
が
ど
っ
さ
り
お
っ
た
」
と
母
が
言

う
。
「
夕
方
ワ
サ
（
麗
）
を
か
け
と
い
て
、
朝
行
っ
て
み

た
ら
、
き
ま
っ
て
か
か
つ
と
っ
た
。
兎
の
肉
や
壁
鱸
琴
毎

日
食
う
も
ん
や
さ
か
、
肥
え
ふ
と
っ
と
っ
て
た
わ
」
。

二
キ
ロ
ば
か
り
登
る
と
、
二
車
線
の
立
派
な
道
路
が
山

腹
を
巻
い
て
い
る
。
そ
こ
で
母
が
、
窯
が
あ
っ
た
の
は
こ

も
や

こ
や
、
と
言
い
出
し
た
。
眼
下
に
は
、
寵
に
け
む
る
熊
野

灘
と
九
鬼
港
が
一
望
せ
ら
れ
、
山
の
斜
面
は
駅
の
横
手
に

流
れ
る
谷
川
へ
と
な
だ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
た
り
も
四
、

山
峡
の
篭

尾
鶯
ｌ
わ
が
出
堆

五
十
年
生
の
楠
林
で
あ
る
。

「
た
し
か
に
こ
の
あ
た
り
や
、
毎
日
鉛
の
出
入
り
を
眺

害
か
芯

め
て
懲
ら
し
と
っ
た
。
魚
が
ど
っ
さ
り
猶
れ
る
と
、
大
漁

隆
ら

旗
を
か
か
げ
て
、
法
螺
貝
を
鳴
ら
し
て
帰
っ
て
き
よ
っ
た

わ
」
と
母
は
あ
た
か
も
そ
の
情
景
を
思
い
浮
べ
る
よ
う
に

力
を
こ
め
て
言
っ
た
。
「
そ
が
な
と
き
浜
へ
行
っ
た
ら
、

魚
を
ダ
ダ
で
く
れ
た
。
船
か
ら
投
げ
上
げ
る
サ
イ
レ
（
サ

ン
マ
）
な
ど
、
竿
の
先
に
つ
け
た
鉤
で
上
手
に
ひ
っ
か
け

て
取
る
ん
や
が
、
見
と
っ
て
面
白
か
っ
た
わ
」
。

山
小
屋
か
ら
は
細
い
坂
道
が
通
じ
て
い
て
、
炭
は
肩
で

お
ろ
し
、
港
か
ら
船
に
積
ん
だ
。
ど
の
方
面
へ
運
ば
れ
て

い
っ
た
か
、
母
は
知
ら
な
い
と
い
う
が
、
行
先
は
た
ぶ
ん

名
古
屋
や
東
京
な
ど
の
大
消
費
地
で
あ
ろ
う
。
コ
メ
や
味

噌
・
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
日
用
生
活
物
資
も
船
で
や
っ
て
来

て
、
こ
の
坂
道
を
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
。

九
鬼
に
は
田
ん
ぼ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
畑
は
山
の
斜

面
に
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
。
里
の
人
々
と
は
じ
き
に
顔

な
じ
み
に
な
り
、
通
り
が
か
り
に
大
根
や
菜
つ
ば
を
く
れ

た
と
い
う
。
そ
の
謝
礼
に
商
品
に
な
ら
な
い
屑
炭
を
進
呈

し
た
。
ま
た
ダ
ツ
（
炭
俵
）
も
、
里
の
人
々
が
編
ん
だ
も
の

宇
江
敏 (中）
勝

を
買
っ
た
。
海
辺
に
馨
ら
す
人
々
と
、
山
を
渡
っ
て
来
た

典
そ
も
の

さ
ら

他
郷
者
と
の
、
た
ぶ
ん
遠
い
時
代
か
ら
つ
づ
い
て
き
た
幸

の
交
換
の
か
た
ち
が
、
ま
だ
の
ど
か
な
光
最
と
し
て
存
征

し
て
い
た
の
だ
。

先
議
の
子
供
で
あ
る
鈴
識
懲
と
考
僻
は
、
妻
燕
壁
か
ら

娠
校
し
て
、
九
鬼
の
小
学
校
へ
通
っ
た
。
九
鬼
は
ブ
リ
の

定
置
網
漁
で
聞
こ
え
た
港
で
あ
る
。
学
校
か
ら
の
帰
り
、

姉
弟
は
ブ
リ
を
買
っ
て
、
自
分
た
ち
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
る

か
し
ら

の
を
担
い
で
、
頭
を
曳
き
ず
る
よ
う
な
格
好
で
山
坂
を
登

っ
て
来
た
。
ま
た
あ
る
と
き
は
、
サ
ン
マ
を
た
く
さ
ん
も

ら
っ
た
が
包
む
も
の
が
な
く
て
、
コ
ー
モ
リ
傘
の
内
側
に

入
れ
、
細
で
縛
っ
て
持
ち
帰
っ
た
。

、
、

と
こ
ろ
で
先
妻
と
書
い
た
が
、
私
の
父
親
は
ま
だ
そ
の

子
供
た
ち
の
母
親
と
正
式
に
は
離
婚
し
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
そ
の
女
性
は
一
人
で
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
手
の
か
か
る
幼
い
子
供
た
ち
を
男
親
に
託
し
た
の
で

あ
る
。
嘉
寿
恵
の
上
に
は
、
兄
二
人
と
姉
一
人
が
お
り
、

す
で
に
義
務
教
育
を
終
え
た
彼
ら
は
父
と
母
の
あ
い
だ
を

自
由
に
行
き
来
し
て
い
た
。
ま
た
長
姉
の
み
や
子
は
私
の

母
よ
り
も
二
つ
歳
上
で
、
つ
ま
り
父
は
自
分
の
娘
よ
り
も

若
い
女
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
の
だ
。

嘉
寿
恵
や
一
也
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
の
姉
の
よ
う
な
若

い
継
母
を
も
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
私
の
母
は
た
ぶ
ん
素
朴

な
優
し
さ
で
接
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
彼
ら
に
し

て
み
れ
ば
、
遠
く
離
れ
て
い
る
実
の
母
親
へ
の
思
慕
は
や

は
り
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の

山
坂
を
大
き
な
ブ
リ
を
担
い
で
登
る
幼
い
姉
弟
の
姿
と
、

不
自
然
な
家
庭
に
お
か
れ
た
彼
ら
の
心
の
屈
折
に
、
い
ま

私
は
想
像
を
め
ぐ
ら
す
の
で
あ
る
。

姉
の
嘉
寿
恵
は
、
の
ち
に
名
古
屋
の
紡
縦
工
場
で
結
核
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で
孔
版
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
（
単
に

シ
ル
ク
な
ど
）
と
通
称
さ
れ
る
方
法
あ
る
い
は
ト
ー
シ
ャ

版
が
こ
の
代
表
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
四
版
式
に
よ
る
分
類
は
、
凸
版
と
凹
版

で
は
彫
る
（
機
械
的
あ
る
い
は
化
学
的
に
）
と
い
う
点
で

は
同
じ
で
、
方
法
的
に
は
重
複
が
あ
る
の
で
、
他
の
分
類

も
試
み
ら
れ
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
製
版
・
印
刷
に
関

す
る
技
能
・
工
業
が
版
式
分
類
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

の
で
、
専
ら
こ
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
以
下
の
紹
介
も

こ
れ
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
版
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
は

近
ご
ろ
の
外
国
の
定
義
で
（
画
像
の
）
キ
ャ
リ
ア
の
名
前

で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

各
版
式
を
通
じ
て
、
製
版
方
法
に
は
手
工
的
な
も
の
と

写
真
利
用
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
、
後
者
は
製
版
の
大
部
分

を
占
め
て
き
た
が
、
近
年
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
導
入

に
よ
り
、
製
版
工
程
で
の
銀
塩
写
真
の
利
用
は
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。

３
束
洋
流
印
刷
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

中
国
で
生
ま
れ
た
印
刷
法
は
凸
版
の
形
式
で
、
文
字
の

印
刷
法
と
し
て
発
達
し
た
が
、
紙
が
千
年
の
歳
月
を
経
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
る
と
、
や
が
て
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
活

版
術
を
発
明
し
、
東
洋
か
ら
伝
播
し
た
印
刷
術
を
一
変
せ

し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
成
功
の
原
因
は
、
融
点
が
低
く
、

鋳
造
に
適
し
、
か
つ
印
刷
適
性
も
よ
い
、
今
日
に
至
る
ま

で
変
わ
ら
な
い
優
秀
な
活
字
合
金
の
発
明
と
配
列
に
便
利

図･2グーテンベルクの印刷機（部分）

("DieDruckkunstverandertdieWelt''

グーテンベルク博物館）

な
精
度
の
良
い
活
版
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
が
、
印
刷
圧
を
加

え
る
方
式
の
相
違
も
さ
ら
に
大
き
な
技
術
革
新
で
あ
っ

た
。

版
面
か
ら
イ
ン
キ
を
紙
面
に
転
写
す
る
に
は
一
○
’
四

○
厨
青
日
瞬
の
圧
を
必
要
と
す
る
が
、
東
洋
に
お
い
て
は

版
面
に
あ
て
た
紙
の
裏
面
を
バ
レ
ン
（
竹
の
皮
で
円
盤
を

包
ん
だ
も
の
）
で
こ
す
っ
て
印
刷
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の

方
法
は
版
面
を
小
部
分
ず
つ
加
圧
し
て
い
く
こ
と
で
、
全

版
面
を
い
っ
き
ょ
に
強
圧
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
手
工
的
に
は
有
利
で
あ
り
、
ま
た
後
に
述
べ
る
よ

う
に
局
部
的
に
加
圧
を
変
え
る
場
合
も
容
易
に
実
行
で
き

る
。
し
か
し
紙
の
裏
面
が
傷
ん
だ
り
非
能
率
で
あ
る
欠
点

が
あ
る
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
依
頼
に
よ
り
作
ら
れ
た
印
刷
機
は

図
・
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ワ
イ
ン
作
り
に
使
わ
れ
る

ぶ
ど
う
の
果
汁
を
搾
る
道
具
に
手
を
加
え
た
程
度
で
、
い

か
に
も
ラ
イ
ン
河
畔
の
街
ら
し
い
生
活
の
知
恵
で
あ
っ
た

が
、
強
圧
を
一
挙
に
加
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ち
な

み
に
「
印
刷
」
に
対
す
る
ド
イ
ツ
語
は
ロ
目
鼻
（
正
確
に

は
国
匡
呂
烏
匡
烏
）
印
刷
機
の
英
語
は
胃
の
ｍ
印
で
「
圧
」

と
同
義
で
あ
る
。
報
道
関
係
を
百
月
の
、
」
で
表
す
の
は
新

聞
社
が
胃
⑦
め
印
を
も
っ
て
新
聞
作
り
を
し
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
。

活
字
合
金
と
新
し
い
能
率
的
な
加
圧
方
式
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
書
籍
は
や
が
て
科
学
技
術
を
興
し
、
そ
の
技
術
は

印
刷
機
を
改
良
し
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
発
達
し
た

印
刷
技
術
は
東
洋
流
印
刷
術
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
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１
印
刷
と
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

印
刷
は
か
つ
て
写
真
な
ど
と
と
も
に
「
多
数
複
製
術
」

の
中
に
位
置
し
、
原
稿
・
版
・
紙
・
圧
力
・
イ
ン
キ
の
五

大
要
素
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年

こ
れ
が
情
報
伝
達
の
技
術
と
し
て
他
の
方
法
と
再
編
さ

れ
、
周
辺
で
発
達
し
た
科
学
技
術
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
従
来
不
可
欠
と
さ
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
要
素
に

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
静
電
荷
を
帯

び
た
粒
子
や
イ
ン
キ
を
使
え
ば
紙
面
に
無
圧
で
画
像
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
か
ら
版
や
コ
ピ

ー
が
直
接
作
ら
れ
る
場
合
に
は
、
原
稿
の
姿
は
従
来
の
概

念
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
く
る
。
現
在
印
刷
は
そ
の
定
義

を
変
え
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
印
刷
」
の
英
訳
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
す

ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
《
《
胃
甘
叶
冒
晩
》
だ
が
、
実
は
こ
の
言

葉
は
紙
に
イ
ン
キ
を
つ
け
る
仕
事
の
あ
た
り
を
指
し
、
我

我
の
周
囲
の
印
刷
産
業
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
や
文

字
を
写
真
に
撮
り
、
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
、
版
を
作
っ
て
印

刷
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
含
ん
だ
も
の
は
《
《
鳴
暑
嵐
。

肖
威
》
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
図
案
・
ポ
ス
タ
ー

を
作
る
手
法
に
関
す
る
も
の
が
そ
の
出
発
点
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

く
に
し
た
つ
お

●
印
刷
の
は
な
じ
●
下
蕊
大
学
瀧
緬
国
司
龍
郎

（
工
学
部
禰
像
応
川
工
学
科
）

２
現
代
の
印
刷
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

二
十
年
く
ら
い
前
に
工
業
を
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
、

こ
の
文
字
や
絵
の
最
産
に
か
か
わ
る
群
を
唱
眉
厩
。

画
吋
爾
工
業
群
と
し
て
ま
と
め
た
結
果
、
紙
・
イ
ン
キ
・

写
真
フ
ィ
ル
ム
等
を
そ
の
中
に
包
括
す
る
結
果
、
自
動

車
・
鉄
鋼
に
つ
ぐ
よ
う
な
大
工
業
群
に
な
っ
た
と
報
告
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
事
実
は
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
（
テ
レ
ビ
や
映
画
と
違
っ

て
消
え
な
い
画
像
）
に
関
与
す
る
産
業
製
品
が
い
か
に
多

い
か
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
今
に
し
て
考
え
る

と
、
新
し
い
科
学
技
術
が
こ
の
魅
力
的
な
市
場
に
い
か
に

多
く
参
入
し
て
く
る
か
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

に
も
思
え
る
。

現
在
我
々
は
、
書
籍
・
紙
幣
・
ピ
ン
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
す
べ
て
印
刷
加
工
さ
れ
た
も
の
に
囲
ま
れ
て
暮
ら

し
て
い
る
が
、
製
版
の
技
術
を
基
盤
に
し
て
、
テ
レ
ビ
の

シ
ャ
ド
ー
マ
ス
ク
そ
の
他
の
金
属
加
工
・
プ
リ
ン
ト
基
板

・
集
稜
回
路
等
多
く
の
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

２
版
形
式
に
よ
る
分
類

印
刷
技
術
の
紹
介
を
す
る
に
は
版
形
式
に
よ
る
分
類
に

従
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
図
．
１
は
四
版
式
を
示
し
た

も
の
で
、
１
は
画
線
（
が
せ
ん
・
イ
ン
キ
の
つ
く
部
分
）

が
凸
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
活
版
や
木
版
な
ど
が
こ

4－A3－A2－A1－Aの
代
表
で
あ
る
。
２
は
凸
版
と
逆
に
画
線
が
凹
状
で
、
ま

ず
イ
ン
キ
を
全
面
に
つ
け
、
次
に
表
面
を
ぬ
ぐ
っ
て
凹
部

に
の
み
イ
ン
キ
を
残
す
。
グ
ラ
ビ
ア
は
写
真
手
法
を
使
っ

た
凹
版
で
あ
る
。
３
は
画
線
部
と
非
画
線
部
の
高
さ
に
差

が
な
い
た
め
に
平
版
と
呼
ば
れ
、
一
般
に
オ
フ
セ
ッ
ト
の

名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

４
は
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン
等
の
ス
ク
リ
ー

ン
の
一
部
を
被
っ
て
上
か
ら
イ
ン
キ
を
押
し
込
み
、
有
孔

部
を
通
し
て
下
に
置
い
た
物
体
に
そ
れ
を
付
着
さ
せ
る
の

聡 魁遜
4－B3－2-B1-B

z鍾三.。鐘

一

鍬磯;：騨癖輪転
3-A:平版,B:オフセット
4-A,B:スクリーンプロセス(i:インキ，

ン,S;スクレーパー）

図．l印刷の4版式（『色その科学と文化』

凸版,B
凹版,B
平版,B
B:スク
ンー

s2スクリー

朝倉書店より）

林業技術No.5181985．5



30

ていくか，特に公益的機能の商い森

林の整備について問題点と対応鎖を

つめていくこととしている。

さらに民間レベルで何をなすべき

か，森林の維持管理について民間活

力の関与方策について具体的に検討

し,各界に呼びかける「提言」を12

月中に取りまとめていきたいとして

いる。

委員会の運営を円滑にするため幹

事会も設綴された。

＜21世紀森林づくり委員会委員＞

大槻文平（日本経営者団体連盟会

長)，片山正英(日本林業協会会長)，

河合良一(日本花の会会長)，五烏

昇(日本商工会議所会頭)，下河辺

淳(総合研究開発機構理事長)，千家

唇麿(国立公園協会会長)，高木文雄

農材鵜

各界の有識者が参集「21世紀

の森林づくり委員会｣初会合
例二I緑化推進委員会（会長・坂田

道太衆議院議長）は，3月18日，

｢21世紀の森林（みどり）づくり委

員会」の初会合を議長公邸で開き，

座艮に水上達三氏を選任，民間サイ

ドから'隔広い検討を進油，本年12

月をめどに21世紀の森林づくりに

ついての具体策をとりまとめていく

こととした。

委員会は，国民の共通財産として

の森林は危機に直面しており，21世

紀へ森林を引きついでいくために

は，国民共通の問題として政府や自

治体，山村の人々だけにまかせるの

でなく，国民あげて行動すべき時期

にきているとしている。

このため，21世紀における社会の

展望と森林とのかかわり，森林の効

用といったものについて検討を進

め,21世紀の社会的要請に応え得る

「森林づくり」に，現在の危機に面

した森林・林業をいかにして誘導し

唾P才 産，●”ゅ"j・－．8セワ討壺〃“q･~0F中.・・勺nW一・F淫･･可9．恥、母,が学や一 一・I

年に入って南洋材産地国の異常気象

による供給減からラワン丸太が高脇

したため2月から5月にかけて急雌

し，その後，ラワン丸太の下落に伴

って急落するという激しい動きをみ

せた。

また，国産丸太の主要な樹種であ

るスギ丸太と，これと競合関係にあ

も短期的には若干の変動を伴いなが

らも長期にわたり低迷を続けてい

る。

最近における木材価格の特徴的な

動きをみると，次のとおりである。

丸太価樵については，国産丸太は

58年から59年にかけて．ド落ないし

横ばいで推移したが,輸入丸太は59

木材価桧指数の推移（55年＝100）

戸
翻 認錫評

木材価格の動向

最近の総合卸売物価指数（総平

均）が安定した動きをみせている中

にあって，木材価格は，木材需要が

大幅に減少したたぬ55年から56年

にかけて急激な下落をみせ，その後

指数
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資料：日本銀行「卸売物価指数」
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三
三
三
三

三
＝

ⅡⅡⅡ1ⅡⅡlⅡIⅡIⅡ!ⅡIⅡlⅡI田

｜言
；＝’

’二
＝

三

三
＝

三
＝

三
三
＝

｜
矢
板
営
林
署
管
内
の冒

分＝
冒

収三
青三
林冒
地二

言
三
＝

三

三
三
：＝

＝

三
目＝

に，あなた冒
冒

ます」といニ
ー

ー

ンフレッl、冒
＝

＝

トー」を募冒
＝

のんで応募弓
弓

民の反応は冒
言

を始めてか昌
昌’

に応募口数言
＝

＝

〕44人)もの三
＝
＝

あった。こ冒
冒

募集に対し昌
冒｜

）の応募が昌
弓

栃木県はも皇
＝二

蕊,埼玉，ミ
ニ＝

＝

蝶にわた三
二＝

)ﾕら70歳，三
＝

女を問わな三
＝

くり」に参三
：＝
＝：

望が，広く三
三

ることを示三
三

の祈りにも三
二＝

三

て無にして菫
＝
＝

段では断じ三
：＝

ニー

筒井辿夫）言

（森とむらの会会長)，武m誠三

（日本銀行政策委員会委員)，冊

中文雄(日本製紙連合会会長)，筒

井辿夫(東京大学教授)，徳川宗敬

（国土緑化推進委員会理事長)，

富山和子(評論家)，中山紫平（日

本興業銀行特別顧問)，水上達三

(日木貿易会会長),山本三郎(河川

協会会長)，渡辺文雄（俳優)。

＜委員会幹事＞

木村晴吉（日本林業協会常務理

事),野村男（日本大学教授),早

川良明（日本緑化センター常務理

事),松田健資(経済同友会副理事)，

森厳夫（日本林政ジャーナリス

トの会副会長)，森本泰次(日本製

紙連合会副理事長),山本修滋（日

本興業銀行取締役産業調査部長)。
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言林政拾這抄
＝

三

分 収
三
＝

三
三
＝

昌

三先日，機会があって前糯営林局矢
三

三板営林署を訪れ，ここに設定されて
＝

冒いる分収育林対象森林を見せていた
三

=だいた｡面積10.611aのスギ人工林
三

三で，昭和35年に稚職されたもので
＝

＝

言ある。地位Ⅱというあぐまれた土地
＝

＝

三で，25年生のスギ林がすくすくと
＝

＝

三伸びていた。
＝

＝

三国有林の分収育林事業は,昭和59
＝

三年5月の国有林野法の一部改正で制
＝

冒度化されたもので“行'0月’日)，
＝
＝

言その趣旨は，「緑資源の確保に対す
＝
＝

Eる国民の要望に応えるとともに，生
＝

:再

三育途上にある人工林の育成等のため
＝
＝

薑の資金にも役立てよう」とするとこ
＝

言ろにおかれている。美しい,生き生
＝

三きした森林を育て，緑豊かな国土を
＝
＝

三つくる，そんな人々の願いにこたえ
：＝

三て，みんなで国有林を育てようとす
＝

＝

三る制度である。函館，青森，秋田，
＝呂

三前橘，東京，長野，名古屋，大阪，
＝

言高知,熊本の'0営林(支)局,30営
＝

三林署に分収契約対象森林を設定し，
＝

三合計808口の第1回募集を開始した
＝
＝

ヨのは10月始めであった。
言

育 林
もり

「国有林の森林づくりに，あなた

の参加をお待ちしています」とい

う，色刷りのきれいなパンフレッ1，

を広く配り，「緑のオーナー」を募

った国有林は，かたずをのんで応募

状況を注視していた。国民の反応は

熱いものであった。募集を始めてか

ら1カ月，締切り日までに応募口数

の3．5倍の2,812口(2,344人)もの

申込みが見られるほどであった。こ

こ矢板営林署でも60口募集に対し

2.9倍の175口（151人）の応募が

あった。応諜者は地元の栃木県はも

ちろん,東京,神奈川,千葉,埼玉，

群馬，福島等の近隣諸都県にわた

り，3歳，5歳の幼児から70歳，

85歳の高齢者まで，男女を問わな

いという盛況であった。

以上の実情は，「緑づくり」に参

加したいという国民の要望が，広く

深く一般的に浸透していることを示

している。国有林は，この祈りにも

近い国民の願いを，決して無にして

はならない。金集めの手段では断じ

てないのである。（筒井辿夫）

’1

る米ツガ丸太との価絡差をみると，

近年縮小傾向にある。

一方，製品価格については，木造

住宅建設の不振等を反映して,58年

にはヒノキ構造材を中心に下落し，

その後は横ばいで推移している。こ

のため，ヒノキ正角とスギ正角との

価柊差は57年以降縮小傾向にある。

また，スギ正角と米ツガ正角との

価格差も，丸太価絡と同様に近年縮

小傾向にある。

近年における木材需給の緩和基調

等からみて木材価格の大幅な上昇が

期待し難い状況にあるが，このよう

な状況を克服して国産材の需要拡大

を図っていくためには，外材や代替

材との競争に耐え得る国産材の供給

体制をつくり上げていく必要があ

り，このため，生産から流通，加

工,販売に至るコストの低減を図り，

効率的な林業経営を推進していくこ

とが重要となっている。
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私たちの森林

（社）日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

電話03－261－5281

昭和60年1月25日発行

A5判総カラー128頁

定価950円(〒250円）

〔意調今年は,FAO(国連食

糧農業機関）の決定による国際森林

年である。現在，開発途上国を中心

とする熱帯林の急激な減少，先進国

における酸性雨による森林の荒廃な

ど地球的規模で森林の減少，劣化が

問題になっているところから，森林

に特別の注意を払い，国内的，世界

的問題として森林資源の保全につい

て検討するとともに,国民生活,環境

保全，社会経済の発展のための森林

の重要性について国民の認識を高め

ることなどについて加盟国に要請す

ることをFAOの理事会が決議した

ものである。

この年に本書が発刊されたこと

は，森林の重要性に対する国民の理

解を高めるための一端を担うもので

あり，誠に時を得た発刊と思う。

〔歴史〕本書の同名の本の発刊

林業技術No.5181985.5

一

私たちの森林

は，今回が4回目であるが，第1回

は,昭和24年で当時は国を挙げて国

土緑化に取り組み，特に全国的に学

校植林運動が展開されていたころで

ある。この学校植林運動が発刊の契

機で，学校植林の手引書として世に

出たものである。国内の森林の荒廃

を受けて，森林は人間生活にとって

大変重要であり守り育てることが大

切であることを説いている。第2回

は,昭和37年でわが国の経済が戦後

の復興から抜け出し目ざましい発展

を遂げ，それに伴い木材需要も急激

に増大した時期に改訂，さらに第3

回は，昭和47年で高度経済成長に

歪みが出て，公害問題が社会問題化

し人間を取り巻く環境に目が向けら

れ自然との調和を目ざし，林業にと

っても転換期であったときである。

そして今回が第4回で1980年の米

国政府のレポート「西暦2000年の

地球」を契機に宇宙船地球号の緑資

源が問題になってきているときの改

訂である。

〔内容〕この本を手にしてまず感

ずることは，写真集かなと見間違う

ことである。美しい写真がふんだん

に入り，目からの理解に配慮されて

いるとともに，さし絵，図表が適切

に組み合わされている。またさし絵

の色彩は工夫され，淡い色に統一し

写真とうまくコントラストが取れ見

ても楽しい本である。

全体9部から構成され，森林，林

業，林産業にわたり総合的に整理さ

れた数少ない本である。

①日本人と森林一日本人が昔か

ら森林の恵みをうまく利用して生活

を支え，木の文化を育ててきた。過

去の文明が滅んだのは，森林の再生

力以上に収奪を繰り返した結果であ

り，森林の維持造成の必要性を説い

ている。幸いわが国には1,000万ha

の人工林を育てた林業技術があり気

候条件にも恵まれているが，森林に

強い関心を持つことが大切であるこ

とを説明している。

②世界の森林一世界の森林分

布，主要国の森林資源の現況。

③森林のなりたち－高木・低木

など木の種類，森林のできる仕組，

わが国の森林帯と森林生態糸。

④木の成長のしくみ－光合成作

用の仕組，形成層による幹の肥大生

長。

⑤くらしと森林一水と森林の関

係，森林からのきのこ・山菜などの

産物，木材と生活のかかわり，環境

を守る森林，森林浴などレクリエー

ション利用。

⑥森林の育て方一一天然更新と人

工造林，植付，保育，間伐，病害虫

などの森林保談。

⑦山から工場へ－伐倒，集材，

木材の流通，山から加工工場まで届



く過程。

③木材はこう使われる－木材

利用の方法，最近の新しい方法一

LVL,バイオマス利用，省資源

利用，リサイクル利用。

⑨森林に親しむ－この部分が

第1回の学校植林のテキストとし

ての性終を受け継いでいるところ

で，全体のまとめとなっている。

木を植え育てることがいかに大切

かを教え，大いに森林に親しむと

ともに21世紀に向かって森林と

どう対'時したらよいかを考えるよ

う提案している。

〔用途〕本書が学校植林用のテ

キストとしてスタートし，時代の

要請を背景に改訂されてきている

が，小学校高学年に焦点を合わ

せ，社会科の副読本の性格をもつ

ものである。昭和52年に文部省

が作成する｢小学校学習指導要領」

が改正され，従来小学校五年生の

社会の「日本の産業」の中で第一

次産業として取り上げられていた

ものが，省かれてしまった。次代

を担う子供たちに森林，林業の重

要性を理解させなければならない

のに，誠に残念でならない。その

後，林業関係団体等の教科書出版

社への働きかけで改善の方向にあ

るが，指導要領は改正されていな

い。しかし副読本の性格は持つも

のの，林業・林産業・森林とを総

合的に取り上げているので，一般

向けに，特に林業後継者グループ

などの研修会，婦人学級などのテ

キストに利用されるとよい。また

林業の専門家においても，森林．

林業を第三者的に見直してみるの

に役立つ内容記述であるので一

読をお勧めしたい。一般の書店で

も販売されているので付言してお

く。

（林野庁研究普及課・北川紀彦）
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森林施業計画

4月9日に59年度の林業白書が

公表され，くしくも同じ日に緊迫化

する通商摩擦の解消を目ざした対外

経済政策が決定され，合板の関税引

き下げと林業振興計画が一躍クロー

ズアップされた。今年度の林業白書

は「国産材時代への挑戦」を目玉に

取り上げ,‘人工林の約9割は35年

生以下だが21世紀初頭には，国産

材時代を迎えると説明している。国

産材時代を現実のものとするために

はその対応策として，①木材の需

要拡大,②国産材の流通加工体制の

整備,③効率的な林業経営の推進と

森林の適正管理が必要だとしてい

る。

さて，現実に目を向けると林業経

営は，はなはだ厳しい悩勢下にあ

り，国産材時代への道のりは決して

容易なものでないように思われる。

対応策の③と関連することで森林

所有者が自主的に作成する森林施業

計画なるものがある。森林所有者が

すべての森林を対象に計画する属人

計画と2人以上の森林所有者が共同

して30ha以上のまとまりのある森

林についてつくる属地計画(団共)と

があり，両者で59年3月末現在,わ

が国，民有林(都道附:県有林を除く）

のちょうど2/3をカバーしている。

属地計画（一部属人計画との重複を

含む）は施業認定面談の77％と圧

倒的な優位を占めている。ちなみに

件数別では属人計画約36千件，属

地計画約46千件で1件当たりの平

均面積はそれぞれ,約100ha,約180

11IIとなっている。

これら施業計画は森林所有者の林｜
業経営において重要な役割りを担っ

ているが，近年，残念ながらその実

行率はあ霞りかんばしくない｡‘6年｜
度のアンケート調査結果でみると当

初計画どおり実行できなかった理由

として，森林所有者は第1位に「家

計.事業上の都合｣(59％),第2位に

「木材価格の変動」（27％)をあげて

いる。山元立木価格が56年より約

2割ほど下がっている現在では実行

率の向上が，ますます難しくなるこ

とが予想される。

一方，最近の別の調査によって森

林施業計画の実行率の高い市町村の

理由をまとめてみると’第1位に森

林組合が地域のリーダーシップをと

って作業委託などしたり，各種指導

など森林組合の活動があげられる。

第2位に各種補助事業の導入，その

他，林道網の整備，市町村の林家へ

の啓もう普及等である。団共では上

記のほかに団共運営委員会等の活動

や団共推進のためのオルガナイザー

の存在などがあげられる。森林施業

計画をたてた森林所有者には税制’

金融および補助金について優遇措置

が図られているが，優遇措置が目的

での森林施業計画であってはならな

いし，安易な計画変更も好ましくな

い。量の拡大も大事ではあるが，質

の充実を図ることが緊要である。2’

世紀国産材時代を迎えるためにも森

林施薬計画どおりの実行が.望まれ

る。(S・Y)

（この欄は編集委員が担当しています）
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カラマツ板材の乾燥ねじれ

福島大教小沢勝治

木材工業No.457

1985年4月p.15|～19

カラマツは，特に旋回木理が著し

く，乾燥にともなってねじれを生じ

る。丸太や板についての乾燥ねじれ

を理論的に考察し，すでに報告した

ところであるが，ここには板目板お

よびまさ目板の乾燥ねじれと旋回木

理や採材部位の関係を明らかにする

ための検討を行った。

その結果，次のことが明らかにな

った。

(1)板目板のねじれの状態は，板の

木表と木裏の繊維走向およびその角

度に大きく影響される。

(2)乾燥ねじれは，板の木取り（板

目板とまさ目板）に有意差が認めら

れ，板目板のほうが大きいが，採材

位置には有意な関係はみられない。

地力に及ぼす集約的保育作業の

影響（Ⅲ）幼齢林での下刈りと

施肥および第1回枝打ちによる

流出養分量

東農工大相場芳憲ほか

日本林学会誌67－3

1985年3月P.73～81

皆伐後，スギ・ヒノキの人工植栽

を行った幼齢林での集約な保育作業

（下刈り・施肥・枝打ち）が小流域

からの養分の流出に及ぼす影響をみ

るために，対照林分との比較で，流

出水躍およびその流出水中の養分量

を5年間調べた。

林業技術No.5181985.5

調査鮒始後3年間の幼齢林での消

失水鉦は年間300～400mmであっ

たが，枝打ち後1年目に100mmに

減少し，次の年に200mmに増加し

た。下刈りしてから大きな降水のな

い日が続いた後，一度に多蹴の降水

があると，一時的ではあるが，流出

水のK,Ca,Mg濃度の増加がみら

れた。施肥による流出水中の蕊分泌

度の高まりは，造林後まもない皆伐

の影響の強い時期に顕著にみられ，

年数が経過し閉鎖にともなって小さ

くなる。枝打ちなどによる林冠の破

壊はできるだけ早く回復させ，林分

の蒸発散量を安定させることが，生

態系からの流出養分量を少なくさせ

ることにつながる。

森林と水一流出の平準化と総

量と

信大農中野秀章

水利科学No.162

1985年4月p.1～34

地域によって森林の理水作用がい

かなるものかという事実の究明にあ

たって，短期流出の平準化，長期流

出の平準化，森林の水消費趾とその

抑制可能量，森林処理による流出水

量増加の実際問題について詳しく述

べている。

森林は，ある条件下で山地流域か

らの水流出を短期的にも長期的にも

平準化する働きがあるといえるが，

その平準化は，特に伐採・次代林の

成立と生長，常緑針葉樹・落莱広葉

樹の別によって基本的に支配され

る。同時に，流域からの流出水総避

は草地等植被の場合に比べて，その

量は地域によって多様であるが，必

ず少なくなる。このことは，極端に

水が少ないか，水需要の大きい地域

では大きな問題である。したがっ

て，平準化のため望ましい森林の保

持が一般には図られようが，ときに

は森林の他の諸機能を損わない範囲

でその水浦世を抑制する取扱いも考

えられよう。このためには，林地土

層中の水の挙動の明確化とこれによ

る該作用の定避化，あわせてより多

い総量確保のための森林の取扱技術

の確立が急がれる。

ブルドーザー地栫え造林地にお

けるウダイカンバの生長につい

て

北海道庁滝川林務署

北方林業37－4

1985年4月P.24～26

滝川経営区のブルドーザー地栫え

によるi､ドマツ5条植造林地のおき

幅にウダイカンバがいっせいに天然

更新しており，生長，形質とも優れ

ていることがわかった。

これは造林地の1km以内に生長

良好な母樹があったことが大きく寄

与している。当地域が豪雪地帯にあ

ることを考臓して，全面的にトドマ

ツとウダイカンバの混交林(1､ドマ

ツ65年，ウダイカンバ120年以上）

に誘導すべきものと考え，試験地を



設け施業方法を確立することとし

た。

59寒波と造林地の寒害

国立・林試笹沼たつ

林業試験場場報No.248

1985年3月p.1～3

昭和59年の気象・気候は幾多の

記録を更新した。そこで，雪を伴っ

た寒波による森林被害および壮齢林

分における被害について，その特徴

を調査した。

この年の寒波は，昼も夜も異常に

寒く，雨が少なく，頻繁に降雪があ

り（1月後半から3月にかけて，東

京での降雪日数は29日)，春の訪れ

が避いという特徴を示した。壮齢林

ではスギの被害が目立ち，ヒノキは

被害程度，被害率ともに軽度であっ

た。被害は点状に発生した。幼齢林

の被害は2，3の例外を除くと，風

術地に団地状に発生していた。寒害

の頻度については，1月の平均気温

（水戸）の低い年に被害が大きく，

しかも3～4年に1度は地域内のど

こかで寒害が発生している。関東お

よびその周辺では寒害の頻度が高

く，寒害対策のいっそうの前進が望

まれる。

広葉樹の結実予知一カンパ

類，ナラ類を例として

林試・北海道支場松浦堯

北海道の林木育種27－2

1985年3月p.18～23

最近，広葉樹の天然更新が脚光を

浴び，ブル地掻き（レーキドーザー）

による更新促進が広く行われるよう

になっているが，効果をあげるに

は，親木の着果性を検定する方法，

結実予知，地掻方法を知る必要があ

る。ここには，そのうち結実予知に

ついて，カンパ類，ナラ類を例にし

て述べている。

カンパ類，ナラ類の着花結実の習

性，結実豊凶予知方法と問題点を検

討整理し，カンパ類，ナラ類につい

て具体的に検討している。大まかで

よいが糖度をもう少し高めたい場合

の予知方法として，着花サイクルの

予知，気象条件の相関による予知を

あげ，少々手数がかかっても精度の

高い予測をしたい場合の予知方法と

して，雄花の肴花数からの予知，冬

芽の解剖による予知，冬芽の開鋳促

進処理による予知をあげている。

安い作業路の作り方一小型歩

行式バックホーによる簡易作業

路

編集部児島裕

林業新知識No.378

1985年5月p.12～15

岐阜県林業センターで開発された

小型歩行式バックホーが紹介されて

いる。これは，従来の土木建設用ミ

ニバックホーの乗用タイプを歩行式

に改良したもので，傾斜地でもより

安全な作業ができる。

このバックホーによる簡易作業路

とは，幅員1.5～2.0m程度の作業

路のことで，設計勾配は15度ぐら

い，急斜地ではスイッチバック方式

を取り入れ，曲線部は半径51nを限

度とし，さらに一本丸太横断溝を5

~10mおきに埋設し，これにより

豪雨時の雨水を分散させる。作業功

程は]1n当たり1.5m幅で300円，

2.0m幅で600円程度であり，理想

的にはha当たり60m程度とし，林

道と組み合わせて高密度路網とした

い。ただ，林内作業車の速度が遅い

ので，トラック道からの作業路延長

が300mを超えるときは，架線によ

るほうが効率がよい。
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グイマツ雑種F1の特性

北海道・林試高橋幸男

北の森つくり創刊号

1985年3月p.10～13

グイマツ雑種F1は，グイマツと

カラマツの種間の一代雑種で種々の

特性があり，造林に有用な品種とし

て実用化が進められているが，ここ

ではグイマツ雑種F1品種の特性，

苗木の特徴について述べている。

主な特徴をあげると，耐鼠性，聯

の通直性，材の強度性においてすぐ

れ，風雪害や早霜害に強く，地下水

の比較的高い所でも生育可能であ

る。なお，グイマツ雑種F1の親種

であるグイマツにはチシマ系とカラ

フト系があり，先枯病に対する抵抗

性に大きな差がみられるので，先枯

病の危険のあるところではチシマ系

のものを指定する必要がある。ま

た，グイマツは海霧地帯で発生しや

すい落葉病への抵抗が小さいので，

同地帯でのグイマツ雑種F1造林に

は危倶がある。

21世紀に架ける緑のニュー・ス

キーム一日本の森林・林業の

総合政策を求めて

経済同友会

グリーン・エージNo.136

1985年4月p.31～37

同会は昭和46年11月「21世紀グ

リーン・プランへの構え」と題する

森林・林業に関する「政策提言」を

行ったが，58年10月に再びこの問

題について現地調査，意見交換を行

いその研究成果を発表した。

以下，森林・林業が直面している

問題点，これからの森林・林業につ

いての考え方(21世紀に架ける緑の

ニュー・スキーム)，21世紀に向け

ての森林・林業政策の基本的方向な

ど現状認識をふまえたうえで21世

紀へ向けて具体的に提言している。

林業技術No.5181985.5
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林 業関係行事一覧

(溺駕駆灘錨鱸譜難駝蕊蕃期）5月

期間

5．12

主催団体・会場・行事内容等

国土緑化推進委員会・熊本県。阿蘇郡阿蘇町。天皇皇后両陛下，

衆議院職長，腿林水産大臣出席。国土緑化思想の普及等のため植

樹式典，林業展示等。FAO事務局長のメッセージ

東京・代々木公園。林野庁・森林の市実行委。森林・林業の国民

への理解を深めるためのフェスティバル。展示，産物即売

東京農林年金会館，林業技術コンテスト，総会，支部幹事会

旭川営林支局・旭川林窓会。外国樹種見本林

旭川近郊国有林

常呂郡端野町オホーツクの森で植樹と緑の教室

帯広支局，帯広署共催・帯広市造成の「帯広の森」運動施設内

帯広支局，釧路署共催・釧路町国有林

国際森林年を記念して，上磯郡上磯町内国有林において市内官公

庁，公共磯関等代表者150名，小学生2m名，一般市民100名に

よる記念植樹

営林支局椛内において，木工用材料･木製品･環境緑化木等の展示

即売，苗木無料配識緑の相談コーナーを開設

桧山営林署管内砂坂治山作業場において，記念講演，体験発表，

記念植樹を行う。功労者，受益者，その他100名

秋田県。山形県内の各1カ所で実施。管内官公庁，報道関係者，

緑の少年団ほかおよび局署OB参加

秋田営林局・秋田魁新報社。秋田署管内。一般応募の婦人150人

が参加し，植樹等を行い，緑への認識を深める

名古屋営林局長。段戸国有林。記念式典，記念植樹，タイムカプ

セルの埋設，天然林での森林浴（学術参考林，東海自然歩道)，

みどりの少年団等を招待する

大阪局・神戸甥共催。宝塚自然休謎林。森林浴のできる桜の名所

づくり

上記内容に同じ

記念植樹

札観市民対象

青森県緑推・平賀町。広範な人々の参加，国際青年年にちなみ特

に青年の澱極的参加を図る

県緑推･市町村･森林組合｡県内llカ所｡森林と緑化思想の啓もう

県民の緑化に対する理解と認識を高め，林業の発展と魅力ある生

活環境を碓保する

秋田県緑推・西木村。西木村潟前山森林公園

県植樹祭（1カ所)，地区植樹祭(6カ所)。緑豊かな郷土づくり迦

動の高揚

日本野鳥の会・日本鳥類保護連盟の茨城支部。一般市民を対象

県民の森。林業後継者等若い世代を中心に記念植樹および交流会

栃木県・栃木県緑推。宇都宮市内

同上。宇都宮市内外7会場

品評会会長(知事)。群馬県民会館｡展示と即売,きのこ類栽培相談

埼玉県緑推・大滝村。大滝村三峰。式典，植樹

緑化功労者表彰，みどりの少年団結団式，大会宣言，記念植樹等

森林や林誰の理解を深めるため，一般市民を対象に実施する

大連市において，桜その他広葉樹の繭木約500本記念植樹す．る

区分｜行事
国際森林年'第36回全国植樹祭

行事名

〃 第2回森林（もり）の市’5.18～19

日林協総会関係

旭川営林支局
〃

北見営林支局

帯広営林支局
〃

函館営林支局

第40回日林協総会ほか

林窓会育樹祭

植樹祭

植樹祭

植樹祭
〃

記念の森植樹祭（国際森林

年）

国際森林年記念｢雑の市」

5.29～31

5月下旬

5月下旬

5．21

5．16

5．30

5．14,16

5．19〃

砂坂飛砂防仙林造成50周年5．28

記念(国隙森林年記念事業）

秋、営林局植樹祭5月中旬

〃 第12回女性みどりの集い5月下旬

名古屋営林局国際森林年記念植樹祭5．22

大阪営林局｜植樹祭 5．19

熊本営林局

北海道
〃

青森県

第36回全国植樹祭

北海道植樹祭

苗木配布会

青森県植樹祭

哩
月
月
月

ａ
５
５
５

〃 苗木配布と緑の相談所開設

岩手県岩手県植樹祭

月５曾
月
４
５

秋
山 :|雛植樹嬢
旧
形

5．21

5～6月

茨城県

栃木県

〃

〃

群馬県

埼玉県

千葉県

神奈ノI1県

窟山県

森林浴とバードウォッチン
グ
国際森林年記念植樹

緑の測淡会

園芸教室

第36回群馬県乾椎茸品評会

埼玉県植樹祭

第36回千葉県郷土緑化県民
大会

神奈川県植樹祭

｢11国遼寧省に「富山の閲」

造成

5月中旬

5．26

5．23

5．10～30

5．24

5．24

5月

5月

5月上旬

林業技術No.5181985.5
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区分

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

京都府

大阪府

山ロ県

期間

5．24

5．30

5月下旬

5．22

4～5月

5～6月

5月

5．18～19

行 事名

山梨県植樹祭

長野県植樹祭

岐阜県みどりの祭り

第36回静岡県中央植樹祭

地域植樹式

母と子の緑の教室

国際森林年記念新入職員植
樹
チピッコフェスティバル

主催団体・会場・行事内容等

山梨県・山勇蝶緑推。早川町中学。植樹祭ほか

長野県・長野営林局・松本市。長野県緑の基金

肥念植樹，緑化功労者・造林コンクール表彰

静岡県緑推・静岡県・引佐町。引佐湖岸

各県事務所ごとにそれぞれ管轄地域で記念植樹等を実施する

母と子に体験を通じ，森林・林業の認識を深める

国際森林年を記念し，大阪府新入職員を対象に記念植樹を行う

21世紀の森管理財団・山口市・旭村。青少年を対象に21世紀の森

の中の植物や野鳥を観察し，植物や野鳥の名前を知る

山口県・市町村｡県下全域｡自守防除の普及啓もう,督励,緑の教室

山口県椎茸農業協組。山口市民会館。乾椎茸品評会，ほだ場管理

技術餓技会，講演会，椎鄭花道展

国際青年年および国連婦人1O年の最終年にあたり，背年婦人を対

象に行う

国際森林年を記念し森林・林業に関する記念諦演および野鳥観察

熊本県・全国林業研究グループ連絡協議会。小国町山村開発セン

ター学習の集い，熊本県優良材記念市視察，交歓の夕べ

上記内容に同じ

松の緑を守る県民運動

鋪31回山口県乾椎茸品評会

5.21～6.zO

5月下旬

″
〃

徳島県国際職林年記念シンポジウ
ム

愛媛県国際森林年記念
野鳥ふれあいの集い

熊本県第14回全国林業後継者大会

5月下旬

5月上旬

5．】I

〃 ’第36同全国植樹祭 5．12

6 月

区分｜行事名
全国'第3回親と子の森林教室

期間

6.2

主催団体・会場・行事内容等

全国森林組合連合会・埼玉県秩父郡・森林・林業について都市住

民の理解を得るため，森と緑を語る森林教室の開仙，市民公募

林野庁・林業試験場，東京竹橘会館および農林水産省特別会議室，

民有林経営とその施薬・森林資源の減少の著しい地域における森

林の造成と保全

泰業推進協議会・論文，作文，図画の募集（発表10月）

日本デザイン学会・京王プラザホテル，エミネンスホール

日本デザイン学会・通産省・林野庁後援・京王プラザホテルプラ

ザナード

国際科学博協会，つくばエキスポセンター，筑波研究学園都市に

所在する教育，研究機関等が週替りでおのおの機関の研究内容を

紹介する

旭川，士別，朝日営林署・笹の平

釧路市公民館・釧路支庁・釧路署，釧路市公民館，ウツドクラフ

ト・パネル展，映画と諦演の夕べ

釧路市公民館・釧路署，上尾幌国有林，森林浴と森のコンサー1、

識演，研究発表大会

森林を利用した自然観察

緑化思想の高揚を図るため,森林浴，自然観察,探烏,体力づくり

緑寅源の造成と教育の一遼として緑の羽根募金と関連させて推進

母と子に体験を通じ，森林・林業の認識を深める

木材利用普及研修センター開所式と併せて，シンジウム，記念樹

樹等

国際森林年を記念し，苗木およびパンフレットを配布する

県民の緑化思想普及啓もうに資するため，緑化推進を目的とした

荊演会を開催する。田主丸町，北九州市

竹林生産技術の改善および商品性の向上を図り，生産者の所得の

瑚大と竹産業の発展に寄与する

県植樹祭の時に市町村の木または市町村の希望する木を，国際森

林年記念木として植樹する

鬮際会議|蕊駕'辮薙りす｜‘!｡~"．

国際森林年

シンポジウム

展示会

記念鯰文等の募集

〈木>と人間のかかわり

〈木>と人間のかかわり展

4～9月

6.1

5.30～6.2

。｛臘|撫慈蕊箇ﾀー
そ 6．13～6．18

旭川営林支局

帯広営林支局

笹の平『たけのこ」採取

森林*錬展

/

森林・林業体験

木衡辿北海道大会

森林に親しむ集い

探緑のつどい

学校林助成事業，校庭緑化

母と子の緑の教室

「木の文化」を考えるシン

ポジウム

苗木配布会

緑化推進識演会

6月中旬

6．5

月６

９
月
月
月
月
一
月

ａ
６
６
６
６
５
６

″
海
〃
形
潟
都
阪

化 道

山
新
京
大

県
県
府
府

愛
福
媛
岡
県
県

6月中旬

6月・10月

福岡県竹林品評会

沖範県沖繩県植樹祭

4～6月

6月
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積

口虎谷沢試験流域の流域条件と水文

観測施設

口汀線付近における砂の堆鞍

口小試験片による木材の衝撃試験(2)

－有用木材の横引張

く研究資料＞

ロマイクロクーロンメータ(E-cell)

を用いた林内積算日射計の改良

口生長曲線式の適合度を論じる時に

連年生長量を用いる場合と総生長量

を用いる場合の比較

ロ西ドイツにおけるトウヒの直径雄

長についての単木間の関係

辰 術情廟
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。
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研究報告第27号

新潟県林業試験場

昭和60年2月

く論文＞

ロスギ採種園の種子生産技術（Ⅱ）

－ミニチュア採種園における種子

生産

口広葉樹林の育成に関する研究(Ⅲ）

－コナラニ次林の生長と環境要因

ロウルシの生長と採漆量について

本論文は，漆の需要瞳に対応する

ため新潟県内の各地に植栽され，今

後も増殖の傾向にあるウルシの植栽

方法の資料を得ることを目的として

発芽促進処理，植栽後の生長，採漆

などについての調査結果が分折され

まとめられている。

ロナメコ害菌の生理，生態および侵

入機序等の解明

く抄報＞

ロスギ幼齢林の除伐による雪害軽減

効果

ロ新潟県下の地すべりと地質につい

て

ロ上平丸（八幡）地すべりについて

－特にその移動特性

口地すべり斜面土塊の変位と防止杭

の挙動と抵抗効果について

ロ八幡地すべり－地すべり防止杭

の抵抗効果と応力挙動について

表の調雛

ロヤツバキクイムシ(Ipstypogra-

phusjaponicusNIIJIMA;Coleopte-

ra)の風害後の繁殖と大獄誘殺に

よる枯損防止

ロシラベ，コメツガの生態学的特性

に関する研究Ⅱ－富士山コメツガ

林のコケ型林床における実生の分布

口複合的路網の整備目標

ロシラベ前生稚樹の光環境と光合成

生産(W)－手続きモデルによる

Co2収支計算と光合成生産にみられ

る光環境への順応

ロ森林環境ミクロ情報としての樹木

データの整備

本研究は，樹木を比較的ミクロな

しベルの森林環境情報の単位として

設定し，樹木データの整伽について

検討したものである。

ロアカマツ，ヒノキ幼|附木の聯直径

の日変化と季節変化

ロコナラモデル林分の地上部現在量

とその垂直分布

木材研究．資料No.19

京都大学木材研究所

昭和59年11月

木誌は，木材専門の研究所である

京都大学木材研究所の創立40周年

を記念して発行されたもので，各研

究部の教授によって，未来の木材科

学・歩むべき方向というテーマのも

とに，研究所のあり方，林産研究の

進むべき方向などの発表とともに，

各研究業績を中心に，研究所の発展

の跡について編集されたものであ

る。主な要項は次のとおりである。

＜総説＞

「未来の木材科学・歩むべき方向」

木の文化・木の科学，木材多糖の

本質とその利用の方向，木材生物学

の歩むべき方向，木質材料の研究

一今後の方向，未来の木材科学・

歩むべき方向，新木材産業論。

＜木材研究所の40年史＞

総記

研究活動

木材物理，木材化学，木材生物，

木質材料，リグニン化学の各部門と

木材防腐防虫実験施設の活動概要と

研究業絞等から編集されている。

新潟大学農学部演習林報告

第18号

新潟大学農学部附属演習林

昭和60年2月

く論文＞

□2，3の落葉広葉樹の幹径の口変

化について(1)

ロスギ天然林林内更新試験(1)－林

内環境測定試験地の概要

口三角形法による樹木位置図の精度

について

口新潟県魚沼地方における広葉樹二

次林の林相改良施業に関する研究(2)

一低海抜帯のミズナラニ次林の林

分織造

ロ佐渡大倉川の洪水出水と浸食・堆

演習林報告

東京大学農学部附属演習林

昭和60年2月

ロスギ内樹皮抽出物のヒラタケとト

リコデルマ生育への効果

ロモウソウチク材の熱水抽出成分に

関する研究一一伐採季節による遊離

純分の変動について

ロ北海道演習林トドマツ立木幹材談

林推技術No,51819855
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もも&4443~3~34もJJJJ~3~J
ラムの変更で使用可能である。

（2）制御用パソコン

XYプロッター制御用および面職

計算のためのパソコンは,N-88B

ASICの走るNEC系のものなら

そのまま使用可能であるが，標準的

BASICで書いてあるので，一部

の命令を変えれば他磯種への移植は

容易である。

2．本ソフトの特長

本ソフトは市販ソフトと異なり，

林業用として複雑な製図にも対応で

きるよう次のような特長を有する。

①倍横距法による誤差修正，面稜

計算を行い，必要十分な精度を有す

る。

②遮本となる測量線を製図したあ

と，それに対する分割線，あるいは

追加の伐区を次々と連続して製図す

ることができる。

③現に製図している測量線および

これに関連する測量線(測線1と2）

の測点合計が140点程度まで（メモ

リー容最による）製図可能であるか

ら，相当大規模な測量も製図可能で

ある。

④安価，操作容易な機器により製

図でき（最小システムはPC-8201

とDXY-100を使用して約20万

円)，小規椣事業体でも設置可能で

ある。

3．使用法

本ソフトの流れ図は図・2のとお

りで，ディスプレーに表示されるメ

ニューに従って仕事を進める。メニ

ューは次のとおりである。

1；測線1の入力

2：測線2の入力

3：もう一度製図する

4：測線1と2の入替え

5：終わり

ここで測線1とは最初に製図をす

林業技術No.5181985.5

会 員の広場

XYプロッターによる

収穫実測図の作成ソフトについて

松本人生

収穫調査における実測図の作成に

ついて，最近安価に提供されはじめ

たXYプロッターを使用して，容易

に行うことができるソフ|､を開発し

たので発表する。

1．使用機器

(1)XYプロッター

種類は多いが，コンパス測量の製

図程度であれば，精度0.1mm程度

の6～20万円程度のもので十分であ

る。

木ソフトでは，グラフテック社の

マイプロットJ,マイプロット2,

ローランド社のDXY-100,DXY

－800を対象にプログラムしている

が，その他の製品でも若干のプログ
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図･1XYプロッターによる実測図の一部

（図中の伐区名および測点番号以外はプロッターによる作図）
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図･3測線1と測線2の関係

①…測線1②,③,④･･測線2誤差修正．面積計算
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写真･1PC-8201とDXY-800による製図システム

（25万円以下で揃う。ソフトを取替れば，菜材架線
安全計算や，樹簡曲線作図が可能）

図･2流れ図

る測皿線のことをいい，分割線ある

いは連結線などの基準となる測通線

のことをいう。測線2とは，測線1

の中の1点から派生する分割線，連

結線，あるいは接続する伐区界のよ

うな測量線のことをいう。

製図はメニューに従い，測線1の

製図，測線2の製図の順に行い，さ

らに拡大する場合は，測線1と測線

2とを入替えて，測線2を新しい測

線1とし，その外側に新しい測線2

を製図していく。図･3でいえば，

①は測線1であり，点線で書いてあ

る②～④は測線2である。

（1）測線1の製図

林業技術No.5181985.5

ク
ク
ク
ク

ク
ク
か
り
ク
ヵ
リ
ク
ガ
リ
ク
ガ
リ

灘
刀
烈
ヨ
カ
イ
ヨ
ガ
イ
ヨ
ガ
排
ヨ

リ
イ
テ
キ
イ
テ
千
イ
テ
巨
千
イ
テ
亨

ウ
ウ
ウ
か
密
ウ
や
ワ
ワ
ャ
ウ
ウ
や

１
赤
ゴ
ヨ
蔀
．
尋
辞
．
静
ヰ
コ
診

《
一ノ

ー
４
２
ｓ
・
４

ン
。
。
。
◎

種
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ク

ソ
ン
シ
ン
シ

テ
ラ
テ
テ

ク
ク
ク
》
”
．

◆
ソ
ソ
域

■

写
７

Ｂ
２
．
５
０

・
茜
０
９
‐
ｇ

Ｑ

２
５
１
ｇ
Ｇ
４
５
６
Ｂ
ｅ
ｅ

Ｓ
４
Ｓ
Ｓ
ｅ
ｅ
土
ｚ
ら
２
３
４

？
？
っ
．
？
っ
．
？
？
？
？
？
？
？

写真･2測量データの入力画面

(PC-8801による）

入力すると，自動的に倍職距法によ

る誤差修正を行ったあと，誤差率，

面破等をディスプレーに表示する。

2)XYプロッターによる製図

1）入力および面積計算

メニュー1を選択し，測線1の測

点数，測点ごとの方位角，傾斜角，

斜距離をディスプレーの指示に従い
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測線2の終点が接続する測線1の

測点番号を入力する。連結線のよう

な閉トラバースを形成しない図形の

場合は，始点と同じ値を入力する。

④連結線の終点

連結線の先に閉トラバースの付い

たオタマジャクシのような図形の場

合には，連結線と閉トラバースとの

接点の測点を連結線の終点と定め，

閉I､ラバース部分のみで誤差計算お

よび面溌計算を行う。

なお，測線2が連結線のみの場合

は，連結線の終点は測線2の測点数

十1となる。

⑤順逆の入力

測線1に対し測線2の測量方向

が，順か逆かを入力する。測線1と

測線2とが共有する測線について，

測量の方向が同一のとき順(J),反

対のとき逆(G)と定める。

同一の測線2でも，順と逆では求

められる面積が異なる。

⑥測戯データの入力

測線2の方位角，高低角，斜距離

を入力する。

測線2の各点の位置，順逆等は

図・5～7によられたい。

2）測線2の製図
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図･4実測図例
（連結線により2伐区を書き，さらに2伐区を分割したもの）

XYプロッターにより製図する場本ソフトでは，測線1から派生す

合は，ディスプレーの指示に従い，る追加の測量線を測線2として測線

製図縮尺，原点の位置などを入力す1に連続して製図することができ

る。プロッターは製図紙上部に伐区る。

名，縮尺，面積等を記入したあと，メニューモードにおいて2を選択

指示された位置から与えられた縮尺し，下記手順に従ってデータを入力

で製図を行う。する。

3）データのSAVE①測点数

製図したデータは，伐区名をfile 測線2の測点数を入力する。測線

名としてDISKまたはRAMに記1上にある測線2の始点を測量番号

憶することができる。これにより縮1とする。

尺を変更して再製図する場合など，②測線2の始点

データの再入力が不用となる。測線2の始点（測点番号1）の測

（2）測線2の製図線1における測点番号を入力する。

1）入力③測線2の終点
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測線1(A)の測点数
"2(B)"
"2(B)の始点…
"2(B)の終点･“
順逆……．．…･･･……．
求められる面職･･…

図･6

測線1(A)の測点数
"2(B)"
"2(B)の始点･･･
"2(B)の終点･･･
順逆･…･……･…．．…．
求められる而秋．．…．

図･7

測線1(A)の測点数
"2(B)"
"2(B)の始点．．
"2(B)の終点･･･
連結線の終点……･…
求められる面職････…
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を書き加えることが可能となる。

4．おわりに

本ソフトは，第30回林業技術コ

ンテストで発表した「パソコン利

用による収溌業務の簡素化につい

て」の一部をなすものであるが，営

林署での使用結果によれば，半日程

度の製図，面積計算が30分程度で

可能であり，また対話方式の入力方

法を採用しているため，パソコンの

素誕のない者でも容易に活用できる

ことから，省力化と利用範囲は大き

いと考えられる。

（北見営林支局網走営林署長）

測線1－－←測線2

1
測線｜に変換一一測線2

図・8連続した製図

A.B.Cの順に製図

測線2のデータの入力が終われば，直前に製図した測線2が新しい

ば，測線1の場合と同様面稜計算を測線1となり，これに対して測線2

行い，測線1で定めた縮尺により測

線2の始点から終点まで製図する。 樹木雑考(1)
この場合誤差計算は閉トラバース

､一

部分についてのみ行い，また測線1 ンフ
は正しい既知点として,,測線2につ

いてのみ誤差修正を行うこととして

いる。

（3）測線1と2との入替え私の家の門のわきに，シラカンバ

測線2で書いた実測図をさらに分の木が2本植えてあって，夏になる

割したりその外側にさらに書き加えと緑を楽しませてくれる。虫に食い

たりする場合には，測線2を測線1込まれて幹に穴があき，薬剤を注入

に変換することによって，新しい測したり，秋に葉が落ちて落葉の始末

線2を醤き加えることができる。に手間がかかったりするが，都市の

メニューにおいて4を選択すれ片隅に細々と生きるこの木が遠い森

林業技術No.5181985.5
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畑野健一

へ思いを運んでくれる。

いつのことであったか正確には覚

えていない。（故)長谷川孝三先生

が，時々研究室（東京大学農学部森

林植物学教室，当時私はそこの助手

であった）に立ち寄られ，（故)猪熊

教授はじめ，研究室の若い者たちを
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相手に雑談されていたときのことだ

から，かれこれ30年近く前のこと

であろう。長谷川先生は帝室林野局

の林業試験場長をなされていた関係

で，皇室とは特にお近づきの深かっ

た方である。

「皇太子がテニスコートの周りに

シラカバを植えたがっている。“テ

ニスコートの周りは日陰を作るプラ

タナスのような大きな葉の樹木がよ

い”と殿様に申し上げると“お前か

らもよくその旨さとしてくれ”とい

われた」こんな話をされたことがあ

る。

殿様というのは天皇陛下のことで

あり，また皇太子殿下がシラカバを

主張されたのは，その御紋章がシラ

カバであることと大いに関係があっ

たようである。

こんな古い記憶のみで，シラカバ

は私と樹木との付き合いの中から長

年遠ざかっていた。

昭和53年5月，東京大学北海道

演習林に転勤して，演習林の再生林

(明治44年の大山火の跡地）ではウ

ダイカンバがみごとに生育し，また

シラカンバ，ウダイカンバ，ダケカ

ンバは北海道の広葉樹の中でも主要

なものであることをあらためて認識

させられた。特にウダイカンバ（マ

カンバ）は大径木が多く，55年であ

ったが旭川の銘木市でlllS当たり100

万円以上のものが出品されて知事賞

を受け，それが当演習林産の，払下

げた物件の中からのもので驚いたこ

とがある。もちろんそのような高級

の質のものが，天然生林にごろごろ

しているわけではないが，ウダイカ

ンバの木材価値が非常に高いもので

あることを知らされた。

北海道では夜になると，付き合い

で一杯やることが多かった。そんな

時，カラオケで歌を歌えといわれ，

二つ三つ覚えていないと困るはめに

なり，歌いやすそうなものを習って

おいた。その中に千昌夫の“北国の

春”がある。この歌は中国に渡って

かなり流行したそうであるが，確か

に郷愁をさそい，また敬いやすくも

ある。

“北国の春”の冒頭に“白華，青

空,南風'とある。東北の故郷を懐か

しんだものであろう。東京でもシラ

カバであるが，植物の正式名はシラ

カンバである。この歌の出だしを

"シラカンパ，青空"，とやったので

は語呂が悪い。そこで考えた。“シ

ラカンバというのはなぜか田舎臭い

印象を与えるので，シラカバが通用

するようになったのではあるまい

か”と。真相は知らない。演習林を

訪れた人に“シラカバかシラカンバ

か”と聞かれたことがある。シラカ

バも間違いではないが，シラカンバ

が常用されている。その人も“北

国の春”を連想していたかもしれな

い。

演習林の苗圃・樹木園にシラカン

バの並木があって，その並木の向こ

うに芦別岳の険しい山並みが見え

る。並木の中から遠い山を撮ると，

ちょっとした写真になる。図鑑に引

用されたり，時にモデルを配してカ

レンダーにもなったことがある。，

昭和56年からシラカンバとの関

係はさらに深まった。農林水産省で

"生物資源の効率的利用技術の開発

に関する研究”（バイオマス変換計

画）が始まって，林業試験場から北

海道演習林にも協力を願いたいとい

うことになった。その研究は資源開

発に関する極めて多岐にわたる総合

的なもので，林業試款場が分担して

いる研究の中に，木材が家畜の飼料
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として使えないかというものがあ

り，研究が始まってしばらくして，

木材チップを蒸煮か，爆砕処理して

飼料として羊に与えたら羊が好んで

食べ，また太ってきた。そしてその

原料としてはシラカンバが最も適し

ているというのである。そのうちに

牛にも同じことを行って同じような
I&んすうい

効果が現れてきた。反鯛胃を持つ家

畜の飼料として，シラカンバのチッ

プが使えるという見込みが出てきた

ので，シラカンパの大量生産のた

め，最適栽培法の確立を要望され

た。

とはいっても，お望みの成果をす

ぐに用意できるものではない。そこ

で第一にシラカンバが他のカンパ類

と比較してどういう生長特性を持つ

か，第二にシラカンバ種内で木材生

産量についての選択が可能か，を調

べるのと並行して高密度，超短伐期

（ミニローテーション）のテストを

進行させることにした。

北海道演習林では天然林施業が中

心テーマであって，この方向とはお

よそ異なった流れに立つものではあ

るが，森林が木材生産の経済性の機

能を捨てない限り，このくらいの試

験サービスはやってもよさそうだと

考えた。

第一の点について,国内産6種13

系統，外国産7種20系統について，

樹齢21～25年のものについて樹高・

胸高直径から，シラカンバ，ウダイ

ヵンバ，ヨーロッパのBetulaPe-

ndula,B.pubescensが上位に属

することがわかり，またこの4者の

うちで生長量はシラカンバが傑出

し，幹も通直であり，連年生長量を

みると植栽木では樹齢18年，天然

木で25年付近に最大値が見いださ

れた。シラカンバは比較的短伐期の

林業技術No5181985.5
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栽培に適することがわかってきた。

第二の点についてシラカンバの生

長に関して産地および家系間の差が

あるかどうかを調べてみると，当演

習林に植えたものでは演習林産のも

のが，生存率，樹高，胸高で優れ，

また数種の家系が，抜群の成績を示

していることがわかった。

また一方で,11a当たり植栽本数

1，5，10，20万本に相当するミニ

ローテーションの植栽地やシラカン

バ，ウダイカンバ，ダケカンバの混

播試験地などを作った。さらにシラ

カンバの天然更新良好地を調べてみ

ると，林道法面傾斜で10～30.前後

は崩積土ができやすくなるためか，

更新が良好であることがわかった。

また林内でシラカンバ伐採跡に萌芽

している例が多く見いだされ，萌芽

について樹齢，切断時期などとの関

係，また直按生産通と関連づけて播

種後1～2年での萌芽状況と収謹量

との関係を調べる必要にせまられて

きた。

カンパ類の野外での増大収溌をね

らったこのような調査ばかりでな

く，林業試験場ではシラカンバ，ウ

ダイカンバ，ダケカンバの樹種の生

理的特性についての基礎研究が行わ

れているようで，これら3種の天

然分布について聞かれることがあっ

た。

北海道演習林では高度別にはこの

順で高地に向けて分布している。シ

ラカンバ標高200～5001n,ウダイ

カンバ200～600m,ダケカンバ500

~1,300mにわたっているが,これは

林内一傾斜面で見られるものではな

い。大雪国有林などではウダイカン

パが欠けていて標高800mまでシラ

カンパが上昇している所もある。一

斜面でこの順に並んでいるのは十勝

岳山麓である。

シラカンバの牛の飼料への利用に

ついて，北海道の林産試験場では本

格的に取り込むと，昭和59年のは

じめに新聞で公表されているから，

シラカンバの栽培についてもしだい

に熱が入ってきそうである。

本州でもスギでは50年も待たな

ければ，木材の利用時期に達しな

い。北海道ではトドマツ70年，エ

ゾマツ100年も待たなければならな

い。カラマツも間伐材の伐採・搬出

経費が木材価絡を上回るので間伐が

遅れていると聞かされた。

こうしたカンパのミニローテーシ

ョン栽培も利用先が開かれるにつ

れ，仲間に加えてよさそうである。

（前・東京大学北海道演習林長）

『空中写真セミナー」開催のご案内
本会では下記により，例年どおり『空中写真セミナー』を実施します。お早目にお申し込み下さい。

記

1期間第1回昭和60年7月8日（月）～12日（金）5日間

第2回昭和60年10月14日（月）～18日（金）5日間

2会場日本林業技術協会（東京都千代田区六番町7電話(03)261-5281〔代)）

3研修人員第1回，第2回とも各30名（先着順）

4参加費20,000円（研修費，教材費，現地演習賀等）

※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。

5研修内容
日
日
日
日
日

１
２
３
４
５

第
第
第
第
第

空中写真の基礎知識

写真で行う簡便な測通

土地，林相の判読実技

現地

写其図利用の実際

(午前）

（〃）

（〃）

写真の立体観察実技指導

土地，林相の判読

林相図の作成実技

漬習

譲羅瀦:驫駕

(午後）

（〃）

（〃）

(午前）
(午後）

（注）日程，搬師等は都合により変更することがあります

6申込方法昭和60年6月15日（第2回希望のときは9月20日)までに所定の申込書（本会にあり

ます）に記入のうえ，日本林業技術協会『空中写真セミナー」係あて送付して下さい。

なお締切日以前に定員に達した場合は，その時点で締切りとなります。

※参加決定，参加不可については，本人あて連絡致します。

7その他本セミナーについての詳細は係までお問い合わせ下さい。

主催日本林業技術協会後援林野庁。全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会

林業技術No.5181985.5
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<第32回森林・林業写真コンクール〉入選者の発表

応募作品数828点（カラーの部394,白黒の部434）について4月24日審査会を開催し,‘慎重籍

織の結果次のとおり入選作品を決定いたしました。なお，版権は本会に属し作品の一部は「林業
技術」の表紙・誌上に順次掲赦いたします。

カラーの部白黒の部

〔特選〕（農林水産大臣賞）

村の風景画完成大熊政彦（長野県栄村）

〔一席〕（林野庁長官賞）

荒廃地の治山工水野遵一(東京都世田谷区）

〔二席〕（日本林業技術協会賞）

淡月とシラビソ林松本司（東京都町田市）

切り出し風景中山広美（大阪市）

層なす林小林芳夫（長野県更埴市）

〔三席〕（日本林業技術協会賞）

ほた木森川一夫（松山市）

しいたけ原木を搬出する姉妹

若林達（長野県青木村）

植林の手伝い島清（静岡県裾野市）

働く婦人瀬古政夫（名古屋市）

森林に生きる吉野儀（千葉市）

〔佳作〕

森林をつくる人づくり

外園満喜男（佐賀県伊万里市）

早春の野焼き穴井幸吉（大分県竹田市）

赤城山白樺林山田博志（前橋市）

夜の雪化粧大久保正司(仙台市）

白い樹大木昭三（群馬県高山村）

エゾモモンガ石川孝一（北海道旭川市）

植林指導斉藤光弘(神奈川県津久井町）

貯木場五十嵐敏紀(秋田県増田町）

暮秋木村幸一（群馬県水上町）

ひるげ佐藤久太郎(秋田県横手市）

コントラスト山本普詳（大分県別府市）

天然木曽ひのきの伐倒

松原栄一（長野県開田村）

あすなるの林松下幹夫（石川県輪島市）

マイホーム末田英憲(北海道中標津町）

移り樹二葉三平（大分県別府市）

間伐木搬出実習巾下正一(長野県木曽福島町）

記念植樹播間正治（秋田県千畑村）

異変野口武男（埼玉県越谷市）

村の山林安井国雄（京都市）

松林の朝猪熊進(香川県観音寺市）

〔特選〕（農林水産大臣賞）

木出し本間公淳（秋田県横手市）

〔一席〕（林野庁長官賞）

山で働く女たち玉手恒弘（北海道枝幸町）

〔二席〕（日本林業技術協会賞）

遊び場長吉秀（福岡市）

クロスカントリー溶野宣雄（北海道名寄市）

解体の手伝い川代修一郎（盛岡市）

〔三席〕（日本林業技術協会賞）

斜陽野呂金光（北海道美瑛町）

海辺の育苗藤田毅（広島県尾道市）

樹影石川昇（名古屋市）

帰り道安博久（茨城県勝田市）

小学生の巣箱かけ宮沢行雄（長野県飯島町）

〔佳作〕

冬の林道折居辰廣(北海道苫小牧市）

縞模様の山加茂勝憲（熊本県水俣市）

働く人野呂金光（北海道美瑛町）

山里の子供達川代修一郎（盛岡市）
銘木市見学石川孝一（北海道旭川市）

木積場寸景加茂勝憲（熊本県水俣市）

樹氷林藤田毅（広島県尾道市）

輸入船三谷清（東京都足立区）

働く女佐藤新一（秋田県横手市）

火山灰の海辺尾地康正（東京都町田市）

山に働く加賀谷良助(秋田県横手市）

人馬一体前田賢一（北海道豊富町）

コタンの丸太造り劇場

盤江信幸（北海道帯広市）

朝市佐々木貴（神戸市）

山村高橋弘（北海道滝川市）

林業技術No.5181985．5
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第40回日本林業技術協会通常総会の開催

および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申

し上げます。

記

会 場事行

を本会が行うこととなった。

2.東北地方における業務の円滑な推

進を図るため,4月16日下記のとお

り東北事務所を開設した。

〒02o盛岡市菜園1-3-6

農林会館9階

（社)日本林業技術協会

東北事務所

電話0196-23-8161（内線263）

所長角山健一

3月19日農林水産省7階講堂にお

いて，林野庁・全国林業試験研究機

関協議会主催,本会等協賛で行われ，

猪野理事長が出席した。

◎岩手県研究発表コンクール

3月14～15日，八幡平ハイツに
おいて，岩手県治山林道事業におけ

る木材利用優良事例研究発表コンク

ールが行われ，本会から賞状，副賞

を贈呈した。

◎台湾研修員の受入れ

中華民国行政院農業委員会からの

依頼により，つぎのとおり研修員を

受入れた。

氏名：李遠欽（行政院腱業委員

会森林科技正）

内容：海岸防風林に関する造林

技術

期間：4/1～5/1

◎調査部関係業務

4月11日，本会会議室において，

林野庁より委託の「防災機能強化森

林造成技術開発調査」の説明会を開

催した。

◎お知らせ

1.国際森林年記念事業を円滑に実施

するため，林業関係団体等で織成

する｢国際森林年事業推進協議会」

が2月8日設立され，その事務局

|協会｡のうどき ’

◎講師派遣

1.依頼先：林業識習所

内容：新採用上級科研修・森林
施業の施策をふりかえる

期間：4/17

講師：猪野理事長

2.依頼先：信州大学

内容：非常勤識師(森林土域学）

期間：4/1～61.3/31

講師：松井顧問

3.依頼先：三重大学

内容：非常勤誰師(航空測樹学）
期間：4/10～9/30

講師：渡辺技術開発部長

4.依頼先：鳥取大学

内容：非常勤講師(森林航測学）

期間：4/11～61.3/31

講師：渡辺技術開発部長

5.依頼先：千葉大学

内容：非常勤講師（客員教授）

（リモートセンシング判

読学）

期間：4/1～61.3/31

講師：中島主任研究員

◎第18回林業技術シンポジウム

第18回林業技術シンポジウムが，
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第18回林業技術奨励賞受賞者の表彰
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第40回通常総会
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交信する場所を選ばない

身近なウォーキングステーション。

●建設機械､クレーン等のオペレーターとの連絡。

⑳工事現場､集材現場､測量等の業務用に。

ハン完ｲ･ﾀｲﾌ゚ て噂-；3本機をベルI､に取り付け､ﾍ

ｯドホーンを使用しま魂また声をｷｬｯﾁすると､自動

的に送信に変わる自動ｼｽﾃ

ムですから､操作に手を使う

iいい必要力榊ません．そのため作
業を中断する事もなく､スムー

ズに連絡をとりあうことができ

ますb正確てﾇピー 完iな情報

を運ぶTFM-2001｡無線機に

求められるグレードを追求し

た､う。ﾛ指向の実ﾉj派で魂

⑩伊藤萬機器販売株式会社
〒'05、 電話

東京都渋谷区渋谷2-12-12三貴ビル50303(486)0288

◇日林協企画製作く映画>のご案内◇
■(No.21)m[文部省選定〕

この緑を灰(はい)にするな－山火事を防ぐ
（カラー・20分）

●監修／林野庁･消防庁●企画／日本林業技術協会｡森林保険協会
初めてフィルムに記録した山火事の恐怖と発生のメカニズム。森林が国民生活に強く結びつ
いている重要性を訴えて，貴重な森林資源を守るため，多くの人々に防火思想の高揚を喚起
した作品。〔プリント頒布価格145,000円〕

■No.20E

木への期待その良さと有効利用（ｶﾗー ･22分）
●監修／林野庁

豊かな森林資源に恵まれてきた日本人は，昔から生活の中で，木を上手に使ってきた。しだ
いに忘れ去られようとしている木の温り，木の強さ，木の良さをわかりやすく描きだし，現
代における木の有効利用を訴える。〔プリント頒布価格120,000円(8ミリ…45,000円)J

製作･発売（社)日本林業技術協会



プリンタがブラニメーターを変えた／リ 夕 たメ

プラニクス7Pは、プリンタ機構の搭載により、従来のプラニメーターの限界を超えた測定データの
信頼性、応用性を獲得した革新的な新製品です。

測定データから､､間違い"を追放 新たに記録データを作る必要がない

測定作業における｢見間違い｣､｢書き違い｣.｢計算違い｣は、

必ず起きる問題ですもPLANIX7Pは測定結果はもち

ろん、測定経過もプリントアウトされますので、常に再

確認しながらの測定作業が行え、でき上った測定データ

の信頼性は非常に高くなりました。

測定する面積が多ければ、それだけ記録データを作る作

業は大変になります。PLANI×7Pは､イニシャル番号

の設定も行えるので、プリントアウトされたデータは、

そのまま記録データとして使用できますので、大幅な合

理化を図れます。

電卓機能により測定値の応用が簡単先進技術がローｺｽﾄを実現

世界で醗初のプラニメータ専用LSIを開発したスタッフ

が、￥98.500(専用プラスチック収納ケース､ACチヤー

ジヤー､用紙3本付)のローコストでハイパフォーマンス

を実現しました。

士蟹計算などにおいて、測定した面積から体憤を求める

場合など､PLANIX7Pの電卓機能を使えば､作業を中
断することなく簡単に四則計算に移行できます。
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先進技術から生まれた高機能

■小型・高性能プリンタ機棚が、大切なデータを
記録・保存し、イニシャル番号の入力によりデータ
の整理も行えます。

■ドーナツ面積の測定が簡単に行えるマイナス面積
測定機能

■測定結果を四則計算に移行できる踊卓機能

■コードレス・コンパクト設計やワンタッチ"O"セ
ット機能による抜群の操作性

■単位や縮尺のわずらわしい計騨は一切不要

■メートル系cm2､mz,km3､インチ系in2､ft2､acre
の竪富な選択単位とパルスカウントモード

■測定値オーバーフローも上位単位へ自動シフト

■測定精度を高める自動算出の平均値測定が可能

プラニクス7P¥98,500
(専用ブラスチ･ソク収納ケース、
ACアダプター、用紙3本付）

BTAM/AMA
●カタログ･責科鋪求は、

当社までハガキか電話にて琴述絡ください，
タマヤテクニ”硫式書は
〒146粟東祁大田区池上2-14←7TEL､03-7523211㈹FAX,037523218
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